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第 1 章「計画の策定に当たって」 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 計画策定の趣旨 

2 計画の位置付け 

3 計画の期間 

 

 



 
2 

 

 

 

 

 
食育とは、生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるもので

あり 、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

健全な食生活を実現することができる人を育てることです。 

   食べることは生涯に渡って続く基本的な営みであることから、生まれた時から

家庭や学校などの様々な場で食について学ぶことが大切です。また、大人になっ

てからも食育は重要です。健康的な食生活の在り方について考え、家族や友人等

と食事を楽しみ、季節や地域の料理を味うなど、食育を通じた実践の輪を広げる

ことが大切です。 

   国は、平成 17 年に制定された食育基本法に基づき、平成 18 年に食育推進基

本計画を策定しました。現在は「第３次食育推進基本計画」に基づき食育を推進

しています。 

   また、神奈川県は平成 30 年３月に「第３次神奈川県食育推進計画（食みらい

かながわプラン 2018）を策定しています。 

   本市では、平成 24 年度に「座間市食育推進計画」、平成 28 年度には「第２

次座間市食育推進計画」を策定し、市民一人ひとりが食に関する知識と食を選択

する力を身につけ、健全な食生活を営むことを目的に取り組んできました。 

   しかしながら、食を取り巻く社会環境がめまぐるしく変化する中で、ライフス

タイルが多様化した結果、栄養の偏りや不規則な食事などによる肥満や、それら

が原因と考えられる生活習慣病の増加が見受けられる一方、若い女性を中心にみ

られる過度のダイエット志向による痩せや、高齢者の低栄養の問題も指摘されて

いるところです。また、食の安全や信頼、外国からの食料輸入依存、大量の食品

が捨てられる食品ロスなど様々な問題についても食育として考えていかなけれ

ばなりません。 

   第２次座間市食育推進計画が満了するに当たり、市民意識調査を行った結果、

概ね目標に近づいていますが、引き続き食育を推進していく必要がある状況です。 

これまでの食育の推進の成果と食をめぐる新たな諸問題を踏まえ、市民一人ひ

とりが食育について深く理解し、健全な食生活を実践することで健康寿命を延伸

することを目標に「第３次座間市食育推進計画」を策定しました。 

 

 

第 1 章 計画策定に当たって 

１ 計画策定の趣旨 
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   本計画は、食育基本法第１８条第１項に基づく市町村食育推進計画とし、本市

が今後進めていく食育推進施策の方向性や目標等を定めます。また、「座間市総

合計画」並びに「ざま健康なまちづくりプラン」や関連する国の「食育基本計画」、

神奈川県の「食みらいかながわプラン 2018」との整合性及び調和を図ったもの

としています。 

 

 《食育推進計画の位置付け図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   計画の期間は、令和２年度から令和５年度までの４年間とします。 

   ただし、計画の達成状況や社会環境の変化などにより、必要となった場合は適

宜内容の見直しを行うこととします。 

2 計画の位置付け 

3 計画の期間 

ざま食育推進プラン 

第３次座間市食育推進計画 

ざま健康なまちづくりプラン 

〈健康増進法第８条〉 

座 間 市 総 合 計 画 

国  

食育基本計画 

〈食育基本法〉 

神奈川県  

食みらいかながわプラン

2018 
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第２章「ざまの食をめぐる現状」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 食と健康 

２ 食への感謝 

３ 食の情報・交流 
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近年、食生活の多様化に伴い、朝食欠食者の増加、また、核家族化やライフスタイルの変

化など様々な社会変化に伴い、食をめぐる現状も変化しています。このような状況下の中で、

令和元年 11 月に食に関する市民意識調査を行いました。対象は、１～６歳、７～１２歳、

１３～１９歳、２０～３９歳、４０～６４歳、６５歳～7４歳、75 歳以上の 7 世代から無

作為抽出した２，45０名のうち１，358名から回答をいただきました。 

 

 ■回答者の属性について 

 ⑴ 年齢区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 性別区分 

 

 

 

 

 

 ⑶ 家族形態区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 ざまの食をめぐる現状 
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食習慣や食生活が乱れることで栄養バランスが偏ったり、生活リズムの乱れによる不規則

な食事などは、生活習慣病等との原因とも考えられます。食は命の源であり、毎日の食生活

は、健康の源です。 
 

■朝食について 

 

 

 

「いつも食べている」と答えた人が８割を超え、「食べている時の方が多い」を合わせると９

割を超えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 朝食を食べないと、脳のエネルギーが不足し集中力を欠くことや、午前中は

体温が上がりにくくなるため、体が目覚めず、寒く感じる、だるいといった感

覚がある場合があります。また太りやすい体質になるとも言われています。 

早寝早起きを行い、夜遅くに食べないようにして、おいしく朝食を食べられ

る生活リズムを整えましょう。 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別にみると、「いつも食べている」は２０～３９歳で56.3％と低くなっています。し

かし、1～６歳、７～１２歳、６５～74歳、75歳以上では９割の市民が「いつも食べてい

る」と回答しています。 

Q あなたは朝食をどのくらいの頻度で食べていますか。 

Point 

１ 食生活と健康 

n=1,358

いつも食べている 1157 85.2%

食べている時の方が多い 104 7.7%

食べない時の方が多い 63 4.6%

いつも食べない 28 2.1%

無回答・無効票 6 0.4%

85.2%

7.7%

4.6%

2.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■共食について 

 

 

 

 
一週間（７日間）のうち朝食と夕食について（２回×７日間＝全14回）、家族や友人等と

一緒に食べている市民の割合は、１０回以上が６２．７％、０回が７．４％となっています。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共食とは、誰かとともに食べることで、食を楽しむ機会になるだけではなく、

食への関心を持ち、食生活若しくは食習慣に関する基礎を習得する機会にもな

っていきます。一人で食事をする「孤食」の機会が多いと、食事は好みのもの

や簡単に用意できるものなどになりがちとなり、栄養の偏りや低栄養の状態が

生じやすくなります。 

 

【年代別】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、12歳以下については「10回以上」と答えた市民割合が８割を超えてい

ますが、反対に０回と答えた割合が最も高かったのは７５歳以上で 16.7％、続いて 65～

74歳以下が12.8％となっています。 

Q あなたは一週間（７日間）のうち朝食と夕食について、家族または友人

等と一緒に食べている回数はどのくらいありますか。 

Point 

n=1,358

１０回以上(n=851)１０回以上 851 62.7%

５回から９回(n=283)５回から９回 283 20.8%

１回から４回(n=119)１回から４回 119 8.8%

０回(n=101)０回 101 7.4%

無回答無回答・無効票 4 0.3%

62.7%

20.8%

8.8%

7.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■咀しゃくについて 

 

 

 

よく噛んで食べるよう意識している市民の割合は、「時々意識している」を含めると   

61．8％となっています。 

n=1,358

意識している(n=351)意識している 351 25.9%

時々意識している(n=487)時々意識している 487 35.9%

あまり意識していない(n=431)あまり意識していない 431 31.7%

全く意識していない(n=84)全く意識していない 84 6.2%

無回答無回答・無効票 5 0.4%

25.9%

35.9%

31.7%

6.2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
  

  

ゆっくりとよく噛んで食べることは、消化がよくなるほか、唾液の分泌を増

やし、虫歯予防や歯周病を防ぐなど、口腔機能の向上が図られます。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別でみると、75歳以上で「意識している」「時々意識している」と答えた人は81.3％

となっています。反対に「あまり意識していない」「全く意識していない」と答えた割合が多

かったのは20～39歳で半数を超えた54.7％となっています。 

Q あなたは食事をする時、よく噛んで食べるよう意識していますか。 

 

Point 
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「味わっている」と答えた人が57.6％と最も多く、「よく味わっている」と回答した市民

と合わせると87.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食に対する感謝の気持ちを大切にし、ゆっくり美味しく味わって食べましょ

う。満足感も得られ、過食を防ぐこともできます。 

また、よく噛んで味わって食材のうまみを感じることで、うす味でもおいし

く食べられ、自然に減塩できます。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると「よく味わっている」「味わっている」を合わせて 13～19 歳

（91.1％）、65～74歳（92.2％）、75歳以上（90.5％）で９割を超えています。 

 

 

Q あなたは日々の食事を味わって食べていると思いますか。 

 

Point 

n=1,358

よく味わっている 405 29.8%

味わっている 782 57.6%

あまり味わっていない 155 11.4%

全く味わっていない 10 0.7%

無回答・無効票 6 0.4%

29.8%

57.6%

11.4%

0.7%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 
10 

 

■食事について 

 

 

 

 

栄養バランスやエネルギー（カロリー）を気にかけている市民の割合は、「気にかけるとき

もある」を含めると78.6％となっています。 

n=802

気にかけている 360 44.9%

気にかけるときもある 270 33.7%

あまり気にかけていない 129 16.1%

全く気にかけていない 26 3.2%

無回答・無効票 17 2.1%

44.9%

33.7%

16.1%

3.2%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 心身の健康を守るため、健全な食生活を実践するためには、栄養バランスや

エネルギー（カロリー）に配慮した食事を習慣的にとることが必要です。 

 

※１日に必要なエネルギーの目安は78頁を参照してください。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、65 歳～74 歳で「気にかけている」「気にかけている時もある」を合わ

せると8割を超えています。年代が上がるほど、割合が高くなる傾向があります。 

 

Q あなたは栄養のバランスやエネルギー（カロリー）を気にかけて食事を

していますか。 

 

Point 
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「１日３食とも揃えている」と答えた人は14.7％、「１日のうち２食は揃えている」と回

答した人は41.8％にとどまっています。 

 

n=802

１日３食とも揃えている 118 14.7%

１日のうち２食は揃えている 335 41.8%

１日のうち1食は揃えている 263 32.8%

全く揃えていない 50 6.2%

わからない 20 2.5%

無回答・無効票 16 2.0%

14.7%

41.8%

32.8%

6.2%

2.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 
バランスよく食事をするためには、「主食」（御飯、パン、麺類）「主菜」（魚、

肉、卵、大豆料理）「副菜」（野菜、きのこ、いも、海藻料理）を毎食組み合わ

せて食べるように心がけましょう。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、75歳以上（21.4％）で「１日３食とも揃えている」と答えた割合が一

番高くなっています。年代が上がるほど、「１日３食とも揃えている」、「１日のうち２食は揃

えている」共に割合が高くなる傾向がみえます。 

 

Q あなたは食事の時に主食、主菜、副菜を揃えていますか。 

 

Point 
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「毎食食べている」（30.0％）、「1日2回くらい食べている」（33.8％）合わせて63.8％

にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

野菜にはビタミン、ミネラル、食物繊維などが多く含まれており、生活習慣

病、便秘、美容、様々な病気への予防効果が認められています。 

成人の場合は１日に350ｇ以上の野菜を食べることが推奨されており、その

ためには毎食食べることが望ましいです。 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、75歳以上が37.3％、続いて7～12歳以上が35.2％で「毎食食べて

いる」の割合が高くなっています。反対に20～39歳が19.5％と割合が最も低くなってい

ます。 

 

Q あなたは野菜を毎食食べていますか。 

 

Point 

n=1,358

毎食食べている 407 30.0%

１日２回くらい食べている 459 33.8%

１日１回くらい食べている 316 23.3%

週に数回食べている 130 9.6%

ほとんど食べていない 27 2.0%

無回答・無効票 19 1.4%

30.0%

33.8%

23.3%

9.6%

2.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■生活習慣病について 

 

 

 

 

メタボリックシンドロームの予防や改善のために、「どちらかといえば気をつけている」と

答えた人は45.1％と最も多くなっています。続いて、「気をつけている」（23.9％）となり

ます。 

n=802

気をつけている 192 23.9%

どちらかといえば気をつけている 362 45.1%

どちらかといえば気をつけていない 134 16.7%

気をつけていない 80 10.0%

わからない 16 2.0%

無回答・無効票 18 2.2%

23.9%

45.1%

16.7%

10.0%

2.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 メタボリックシンドロームは、心筋梗塞や脳梗塞などのリスクが高まります。

メタボリックシンドロームを予防するためには、食生活の改善、運動習慣をつ

けることが重要です。ただし、高齢期になると全身の筋力低下等の懸念がある

ことから、低栄養予防や体重の維持が必要となります。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、65～74 歳の８割以上が「気を付けている」「どちらかといえば気をつけて

いると回答しています。 

Q あなたはメタボリックシンドロームの予防や改善のために食事に気を

つけていますか。 

 

Point 
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適正な体重を維持又は目指すために、配慮している、時々配慮していると回答した市民の

割合が６８．7％と約７割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 「肥満」は、高血圧や糖尿病等の生活習慣病と密接な関係があります。高血圧や糖尿病

は、心筋梗塞、脳梗塞といった生命に関わる重篤な疾患の危険因子です。 

「やせ」は、子どもの発育に影響を及ぼすほか、高齢期の骨粗しょう症や歩行困難、寝

たきり等につながります。 

※適正な体重の算出方法は、83 頁を参照してください。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、75歳以上の約4割が「配慮している」と回答しています。年代が高くなる

ほど「配慮している」の割合が高くなっています。 

Q あなたは適正な体重を維持又は目指すために食事に配慮していますか。 

 

Point 

n=802

配慮している 253 31.5%

時々配慮している 298 37.2%

あまり配慮していない 174 21.7%

配慮していない 61 7.6%

わからない 11 1.4%

無回答・無効票 5 0.6%

31.5%

37.2%

21.7%

7.6%

1.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■運動習慣について 

 

 

 

 

「ほとんどしていない」（29.2％）と答えた人が最も多く、３割近くを占めています。次

いで、「週３～４回している」（28.2％）、「月に２～３回している」（20.0％）、「毎日して

いる」（12.2％）の順となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
運動はメタボリックシンドロームの予防や改善など、健康寿命を延伸するた

めに必要なものです。また、運動することにより、美味しく食事をすることが

できます。 

週３～４回程度、汗をかく程度の運動を心がけましょう。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、20～39 歳で「ほとんどしていない」、「全くしていない」が約 6 割、40～

64歳で約５割を占めています。 

Q あなたは汗をかく程度の運動（ウオーキング、ジョギング、スポーツな

ど）をどのくらいしていますか。 

 

Point 

n=802

毎日している 98 12.2%

週３～４回している 226 28.2%

月に２～３回している 160 20.0%

ほとんどしていない 234 29.2%

全くしていない 71 8.9%

無回答・無効票 13 1.6%

12.2%

28.2%

20.0%

29.2%

8.9%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■食事のマナーについて 

 

 

 

 

 

「少しある」（46.4％）と答えた人が最も多く、「ある」（29.8％）、「あまりな

い」（18.8％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
食事のマナーとは礼儀や作法のことで、一緒に食事をする方が気持ちよく食

事ができる心配りや、食材、食事を作ってくれた方への感謝の気持ちを持つこ

とができます。 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では65～74歳と75歳以上で「ある」が3割を超えています。「少しある」まで

含めると全年代ともに7割を超えています。 

２ 食への感謝 

Q あなたは、自分が食事の基本的なマナーに関する知識があると思います

か。 

Point 

n=802

ある 239 29.8%

少しある 372 46.4%

あまりない 151 18.8%

ない 19 2.4%

無回答・無効票 21 2.6%

29.8%

46.4%

18.8%

2.4%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■野菜の栽培経験について 

 

 

 

 

 

自分で野菜を作った経験は、「ない」（51.6％）、「ある」（45.5％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

農業を経験することにより、食料生産が自然の恩恵の上に成り立っているこ

とを知り、食や生産者に関する関心や理解の増進を図ることが出来ます。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ても差異のない状況です。 

 

 

 

 

 

Q あなたは、自分で野菜を作った経験（家庭菜園などを含む）はあります

か。 

Point 

n=802

ある 365 45.5%

ない 414 51.6%

無回答・無効票 23 2.9%

45.5%

51.6%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■食品ロスについて 

 

 

 

 

 

食材を買いすぎないことの意識について、「意識している」（83.2％）は 8 割を超えてい

ますが、「意識していない」（12.8％）が１割を超えています。 

 

 

 

 

 
 

 

  

年間 600万トンにのぼる食品ロスが発生している中、その約半数は家庭から

発生しています。食料資源の浪費や環境問題にも目を向け、食べ物を無駄にし

ない取組みは食育として極めて大切なものとなっています。 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別で見ると 20～39 歳については、「意識していない」と回答した割合が 19.5％と

約２割となっています。 

 

 

Qあなたは、食材を買いすぎないことや使い切ることを意識して購入して

いますか。以下の回答から１つお選びください。 

Point 

n=802

意識している 667 83.2%

意識していない 103 12.8%

無回答・無効票 32 4.0%

83.2%

12.8%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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「意識している」（90.4％）と答えた市民は９割を超えています。 

 

n=802

意識している 725 90.4%

意識していない 58 7.2%

無回答・無効票 19 2.4%

90.4%

7.2%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると前質問の「食材を買いすぎないことや使い切ることの意識」結果とは反対

に 75 歳以上が「意識していない」と回答した人が 11.5％と他の年代よりも高くなってい

ます。 

 

 環境省では、宴会における大量の食品ロスを減らすため、3010 運動を推進

しています。3010 運動とは、宴会時に「乾杯後 30 分間」は席を立たずに料

理を楽しみ、「お開き10分前」になったら、自席に戻り再度料理を楽しむよう

に呼びかけた運動で、食品ロスを削減するものです。 

職場や知人との宴会から始めていただき、一人ひとりが「もったいない」を

心がけ、美味しく楽しく宴会を楽しみましょう。 

 

Q 外食の際に、食べきれる量を注文するように意識していますか。 

Point 
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食べ物を無駄にしないようにする意識について、「心がけていない」（20.8％）は2割を超

えています。 

 
 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると 1～6 歳までは 3 割を超え、13～19 歳については 1 割を下回る結果と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q あなたは食べ物を無駄にしないように心がけていますか。（1～19歳） 
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■食育への関心の有無について 

 

 

 

食育について、「どちらかといえば関心がある」（44.5％）、「関心がある」（26.8％）

の順に多く、合わせると７割程度となっています。 

n=802

関心がある 215 26.8%

どちらかといえば関心がある 357 44.5%

どちらかといえば関心がない 148 18.5%

関心がない 45 5.6%

わからない 31 3.9%

無回答・無効票 6 0.7%

26.8%

44.5%

18.5%

5.6%

3.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

食は生きるうえでの基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるもので

す。まずは食育に関心を持ち、健全な食生活を学び身につけることが大切です。 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、どの年代も６割以上が「関心がある」、「どちらかといえば関心がある」であ

り、年代が高いほど関心も高い傾向にあります。 

Q あなたは食育について関心がありますか。 

Point 

3 食の情報・交流 
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■地場産野菜の購入について 

 

 

 

 

 

地場産野菜の購入について、「あまり意識していない」（37.0％）が最も多く、「時々意識

している」（29.9％）、「意識している」（20.7％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地場産物を購入することは、鮮度や輸送コストはもちろん、地場産物を生か

した郷土料理など食文化の継承、また、地域で生産された野菜を地域で消費す

ることを通じて、地域農業の活性化を図ることができます。 

※市内で摂れた新鮮な野菜を中心に、味噌、漬物、切り花、市の特産品など、バラエテ

ィに富んだ品物が提供される「ざま市民朝市」を利用してみましょう。（79頁参照） 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、75歳以上で「意識している」（27.8％）、「時々意識している」（32.1％）

と合わせて約６割の人が意識しています。年代が上がるごとに関心が高まる傾向にあります。 

Q あなたが野菜などを購入する際、なるべく地場産を買うように意識をし

ていますか。 

Point 

n=802

意識している 166 20.7%

時々意識している 240 29.9%

あまり意識していない 297 37.0%

全く意識していない 91 11.3%

無回答・無効票 8 1.0%

20.7%

29.9%

37.0%

11.3%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■食品の安全性について 

 

 

 

 

 

食品の安全性について、「少しある」（49.9％）と答えた人が最も多く、「ある」（24.6％）、

「あまりない」（19.5％）が続いています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健全な食生活の実現に当たっては、食品の選び方や適切な調理・保管の方法

等について基礎的な知識を持ち、その知識を踏まえて行動していくことが重要

です。 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では年代が上がるにつれて「ある」「少しある」の割合が増えています。反対に20

～39歳では「あまりない」、「ない」と回答している人が4割を超えています。 

Q食品の安全性について、健康に悪影響を与えないようにするために、ど

のような食品を選択すればよいかについての知識があると思いますか。 

Point 

n=802

ある 197 24.6%

少しある 400 49.9%

あまりない 156 19.5%

ない 25 3.1%

無回答・無効票 24 3.0%

24.6%

49.9%

19.5%

3.1%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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食料品を購入する際、重視するのは「鮮度」（84.9％）、「価格」（77.3％）、「安全性」（64.5％）

の順で多く、半数を超えています。反対に「簡便性」（14.0％）、「地場産品」（15.7％）が

２割に達しませんでした。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Qあなたが食料品を購入する際、重視することはなんですか。 

n=802

価格 620 77.3%

鮮度 681 84.9%

栄養価 299 37.3%

安全性 517 64.5%

旬・季節感 369 46.0%

産地 329 41.0%

天然・自然素材 206 25.7%

おいしさ 371 46.3%

簡便性 112 14.0%

地場産品 126 15.7%

その他 22 2.7%

無回答・無効票 18 2.2%

77.3%

84.9%

37.3%

64.5%

46.0%

41.0%

25.7%

46.3%

14.0%

15.7%

2.7%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年代別で見ると20～39歳代は価格を重視することが最も高くなっていますが、それ以外

の年代は「鮮度」が最も高くなっています。 
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■食に関する知識について 

 

 

 

 

 

「バランスの良い食事の選び方」（64.8％）が最も多く、６割を超えています。そして「生

活習慣病を予防するための食事」（51.9％）が続いています。 

   

 

 

 

Qあなたは、食に関する知識でこれから身につけたいものは何ですか。 

n=802

バランスの良い食事の選び方 483 60.2%

調理の基本的な技術 189 23.6%

食品表示の見方や活用方法 188 23.4%

食中毒予防 218 27.2%

生活習慣病を予防するための食事 351 43.8%

各年代に適した食事 282 35.2%

その他 14 1.7%

特にない 75 9.4%

無回答・無効票 20 2.5%

60.2%

23.6%

23.4%

27.2%

43.8%

35.2%

1.7%

9.4%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

 

 

 

年代別では、各年代ともに「バランスの良い食事の選び方」の割合が高くなっており、続

いて 20～39 歳は「調理の基本的な技術」、40 歳以上からは「生活習慣病を予防するため

の食事」の知識を身につけたいものとなっています。 
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第 3 章「第２次計画の成果と課題」 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前計画における目標値の達成状況 

２ 前計画の各目標の具体的な取組 
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前計画では、３つの重点目標と並び、７つの具体的な目標を定め、それぞれの目標

の成果や達成度を把握するため、目安となる指標及び数値目標を設定し、事業に取り

組んできました。 

 各指標及び数値目標に対する達成状況や市の取組の成果を踏まえ、前計画の評価と

今後取り組むべき課題を整理します。 

 

 

 

 

 

 

心身の健康づくりのために食は基礎となる大切なものです。そこで、食に関する正

しい知識や的確な判断力を身につけ、本人にあった栄養バランスのとれた食事をとる

こと、１日３食きちんと食べること等、健全な食生活を実践できるような環境をつく

ります。  

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

主食・主菜・副菜を揃えてい

る市民の割合 
 

※「１日３食揃えている」・「1 日２

食揃えている」を選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①40.9％ 

②44.7％ 

③④69.1％ 

 

⑤54.4％ 

①31.3％ 

②43.1％ 

③63.6％ 

④71.8％ 

⑤56.5％ 

70％以上 80.7％ 

野菜を食べている市民の割

合 
 

※「毎食食べている」・「1 日２食く

らい食べている」を選択した市民割

合 

① 1～ 6 歳 

② 7～12 歳 

③13～19 歳 

④20～39 歳 

⑤40～64 歳 

⑥65～74 歳 

⑦75 歳以上 

⑧合計 

①73.5％ 

②81.3％ 

③60.6％ 

④53.3％ 

⑤50.0％ 

⑥⑦63.4％ 

 

⑧64.5％ 

①72.8％ 

②76.1％ 

③56.6％ 

④38.3％ 

⑤56.3％ 

⑥62.4％ 

⑦69.8％ 

⑧63.8％ 

70％以上 91.1％ 

メタボリックシンドローム

のために食事に気を付けて

いる市民の割合 
 

※「気をつけている」・「どちらかと

言えば気をつけている」を選択した

市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①50.4％ 

②65.1％ 

③④72.2％ 

 

⑤64.9％ 

①49.2％ 

②65.3％ 

③80.6％ 

④69.8％ 

⑤69.1％ 

70％以上 98.7％ 

第３章 第 2 次計画の成果と課題 

１ 前計画における目標値の達成状況 

＜目標１＞食を通して健康で豊かな生活を送る 

達成率の算出方法 

 

現状値÷目標値   ×100（％） 
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運動習慣のある市民の割合 
 

※「毎日している」・「週 3～4 日し

ている」を選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①16.1％ 

②30.6％ 

③④44.8％ 

 

⑤33.4％ 

①23.4％ 

②24.0％ 

③54.5％ 

④45.6％ 

⑤40.4％ 

40%以上 101.0％ 

よく噛んで味わっている市

民割合 

 

※「意識している」・「時々意識して

いる」を選択した市民割合 

① 1～ 6 歳 

② 7～12 歳 

③13～19 歳 

④20～39 歳 

⑤40～64 歳 

⑥65～74 歳 

⑦75 歳以上 

⑧合計 

①47.1％ 

②52.7％ 

③43.5％ 

④38.6％ 

⑤52.9％ 

⑥⑦69.9％ 

 

⑧52.7％ 

①48.8％ 

②63.0％ 

③48.3％ 

④45.3％ 

⑤50.3％ 

⑥74.8％ 

⑦81.3％ 

⑧61.7％ 

70％以上 88.1％ 

食事を味わって食べる人の

割合 

 

※「よく味わっている」・「味わって

いる」を選択した市民割合 

① 1～ 6 歳 

② 7～12 歳 

③13～19 歳 

④20～39 歳 

⑤40～64 歳 

⑥65～74 歳 

⑦75 歳以上 

⑧合計 

①79.3％ 

②84.8％ 

③90.9％ 

④82.4％ 

⑤80.6％ 

⑥⑦89.2％ 

 

⑧84.8％ 

①85.8％ 

②86.5％ 

③91.0％ 

④76.6％ 

⑤84.4％ 

⑥92.1％ 

⑦90.5％ 

⑧87.4％ 

90％以上 97.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜成果＞ 

運動習慣のある市民の割合については、目標を達成しました。またその他の指標項

目についても野菜を毎日食べている市民の割合をのぞき、策定時より改善しまし

た。 

＜課題＞ 

野菜を毎日食べている市民の割合が策定時より微減しました。 

一人暮らしが多いと思われる 20～39 歳が際立って少ないため、特にこの年代に

対し、本人にあった栄養バランスのとれた食事や１日３食きちんと食べること等、

健全な食生活を実践できるような環境をつくる必要があります。 
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食料が簡単に手に入り、便利さが優先された食事が増え、食に対して感謝をするこ

とが実感しにくくなってきています。そこで、学校や保育所等で地場産物の活用や行

事食・郷土料理の提供をします。また、様々な体験や食育について学ぶ機会を設け、

食を大切にする心を育みます。 

 

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

学校給食において地場産物

を使用している割合 
小学校 34.5％ 

32.84％ 
(H30 年度) 

30.0％ 109％ 

保育所給食において地場産

物を使用している割合 
保育所 

座間産の大

豆（50％）を

使用した味

噌を全園で

使用 

座間産の大

豆（50％）を

使用した味

噌を全園で

使用 

現状維持 現状維持 

学校給食の残食率を減らす 
小学校 

1.0％ 
(H26 年度) 

0.9％ 
(H30 年度) 

1.0％ 1.0％ 

食に関する年間指導計画を

策定している学校の割合 
小中学校 100％ 100％ 100％ 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜目標２＞食を大切にする心を育てる 

＜成果＞ 

全ての項目について、目標を達成しました。 

＜課題＞ 

指標に定めたものは、順調に成果が出ているため、引き続き取組を行います。 

保育所・学校では、食育について保護者を対象とした取組みも行っていますが、

より多くの保護者に関心を持っていただけるかが課題です。 
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食育は、生きるうえでの基本です。一人ひとりが自分の問題として取り組むことは

もちろん、関係施策の推進に当たっては、団体、事業者等と連携し、市民一人ひとり

が自ら主役となって食育に取り組んでいただけるような取組を進めます。 

 

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

食育について関心を持つ市

民の割合 

 

※「関心がある」・「どちらかといえ

ば関心がある」を選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①66.4％ 

②68.9％ 

③④75.3％ 

 

⑤71.1％ 

①60.9％ 

②64.1％ 

③77.7％ 

④74.6％ 

⑤71.3％ 

80％以上  89.1％ 

食育推進に関わるボランテ

ィアの数を増やす 
市民 52 名 60 名 増加 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜目標３＞市民が主役となった運動を進める 

＜成果＞ 

食育推進に関わるボランティアの数についは目標を達成し、食育について関心を

持つ市民の割合についても策定時より増加しました。 

＜課題＞ 

食育について関心を持つ市民の割合は策定時より増加しましたが、目標値には届

いていないため、地域で重要な役割を果たしているボランティアの活動支援を継

続して行う必要があります。 
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家庭は、子どもが健やかに成長するための基本的な食習慣を身に付けたり、食を大

切にする心を育てる場であり、生涯を通じて健康な生活をおくるための基本的な場で

もあります。しかし、ライフスタイルの変化や食の外部化の進展等、食を取り巻く環

境の変化の中で食生活や食習慣の乱れなどを生じています。 

そこで、子どもはもとより、市民一人ひとりが自らにあった望ましい食生活をおく

ることができるよう、学校、団体、事業者と連携しながら、家庭における食育の推進

を図ります。 

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

朝食を食べる市民の割合 
 

※「いつも食べている」・「食べてい

る時の方が多い」を選択した市民割

合 

① 1～ 6 歳 

② 7～12 歳 

③13～19 歳 

④20～39 歳 

⑤40～64 歳 

⑥65～74 歳 

⑦75 歳以上 

⑧合計 

①92.0％ 

②91.3％ 

③73.1％ 

④60.6％ 

⑤69.4％ 

⑥⑦91.1％ 

 

⑧81.3％ 

①97.5％ 

②97.4％ 

③89.7％ 

④78.1％ 

⑤85.0％ 

⑥97.1％ 

⑦96.0％ 

⑧92.9％ 

①②③100％

に近づける 
95.3％ 

④⑤85％ 96.5％ 

⑥⑦100％に

近づける 
96.6％ 

食事を家族や友人等と食べ

る（共食）市民の割合 
 

※一週間のうち朝食と夕食につい

て、家族または友人等と「5 回以上」

食べていると選択した市民割合 

① 1～ 6 歳 

② 7～12 歳 

③13～19 歳 

④20～39 歳 

⑤40～64 歳 

⑥65～74 歳 

⑦75 歳以上 

⑧合計 

①96.6％ 

②90.7％ 

③69.0％ 

④63.7％ 

⑤61.1％ 

⑥⑦79.8％ 

 

⑧77.9％ 

①98.8％ 

②98.7％ 

③90.3％ 

④75.8％ 

⑤73.1％ 

⑥76.0％ 

⑦74.2％ 

⑧83.5％ 

90％以上 92.8％ 

食事のマナーや作法を正し

く出来ていると思う市民の

割合 
 

※「ある」・「少しある」を選択した

市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①64.2％ 

②76.2％ 

③④74.1％ 

 

⑤72.6％ 

①73.4％ 

②75.4％ 

③79.3％ 

④76.2％ 

⑤76.2％ 

80%以上 95.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜目標４＞健全な食生活を送るための家庭環境を作る 

＜成果＞ 

全ての項目において、策定時より増加しました。 

＜課題＞ 

食事を家族や友人等と食べる「共食」をしている方の割合が、２０歳以上の各

年代で低くなっています。１人で食事をする「孤食」が続くと、食事回数が減る

「欠食」や食事内容の偏りが起きやすくなり、栄養状態の悪化につながります。

共食の利点を伝えていくとともに、１人暮らしの方等も人との食事が楽しめる環

境づくりを進める必要があります。 
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食に関する感謝の念を深めるためには、食料の生産が自然の恩恵の上に成り立って

おり、食生活が生産者など多くの人々の活動に支えられていることへの理解が必要で

す。 

そこで、食糧生産に対する理解と関心を高めるため、地産地消、生産者と消費者と

の交流を積極的に進めます。 

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

地場産を購入する市民の割

合 
 

※「意識している」・「時々意識して

いる」を選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①33.5％ 

②46.1％ 

③④61.4％ 

 

⑤50.0％ 

①24.2％ 

②45.5％ 

③57.0％ 

④59.9％ 

⑤50.6％ 

60％以上 84.3％ 

自分で野菜を作った経験が

ある市民の割合 
 

※「ある」と選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①46.7％ 

②40.8％ 

③④49.0％ 

 

⑤45.7％ 

①47.7％ 

②46.7％ 

③45.9％ 

④44.4％ 

⑤45.5％ 

45％以上 101.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜目標５＞生産体験や生産者と消費者との交流を進める  

＜成果＞ 

自分で野菜を作った経験がある市民の割合については、目標を達成しました。また

地場産を購入する市民の割合についても、策定時より改善しました。 

＜課題＞ 

「地場産を購入する市民の割合」では、20～39 歳が大きく減少しています。 

地域で作られた農産物をその地域で消費することは新鮮な食材を取り入れるこ

とが出来るだけでなく、生産者にとっては、地域の食を支えているという自負に

つながる等、多くの意義があります。 

日常の食生活が生産者の活動に支えられていることを実感できるよう、子どもや

若い世代をはじめ幅広い世代に食や農林水産業への理解促進に取り組む必要が

あります。 
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食文化に対する理解と関心を深め、日本の優れた食文化を生活の中に生かしていく

とともに、地域の行事食や伝統食等を次世代に継承することが必要です。 

また、食料残渣のたい肥化などごみの減量化を行い、環境に配慮した取組が求めら

れています。 

そこで、地域の特色ある食文化を継承するとともに、環境に配慮した取組を進めま

す。 

 

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

食育推進に関わるボランテ

ィアの数を増やす（再掲） 
 

 

市民 52 名 60 名 増加 － 

地場産を購入する市民の割

合（再掲） 
 

※「意識している」・「時々意識して

いる」を選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①33.5％ 

②46.1％ 

③④61.4％ 

 

⑤50.0％ 

①24.2％ 

②45.5％ 

③57.0％ 

④59.9％ 

⑤50.6％ 

60％以上 84.3％ 

自分で野菜を作った経験が

ある市民の割合（再掲） 
 

※「ある」と選択した市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①46.7％ 

②40.8％ 

③④49.0％ 

 

⑤45.7％ 

①47.7％ 

②46.7％ 

③45.9％ 

④44.4％ 

⑤45.5％ 

45％以上 101.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜目標６＞食文化の伝承と環境に調和した生産と消費を心がける 

＜成果＞ 

自分で野菜を作った経験がある市民の割合については、目標を達成しました。また

食育推進に関わるボランティアの数、地場産を購入する市民の割合についても、策

定時より改善しました。 

＜課題＞  

「地場産を購入する」の項目では、20～39 歳が大きく減少しています。 

地域で作られた農産物を使用した郷土料理や、家庭に受け継がれた伝統料理を次

世代に伝えていくことが求められます。 

また、近年莫大な量の食品ロスが大きな問題となっています。市民一人ひとりが

食への感謝を深め、ごみの減量化、資源化について取り組んでいただく必要があ

ります。 
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食品の安全性や栄養に関する膨大な情報が提供される中、様々なメディアを通じて

一人ひとりが正しい情報を適切に選別し活用する力を養うことが必要となっていま

す。 

そこで、事業者等と連携のもと、食に対する理解を深めるための取組を進めます。 

指標項目 対象 策定時の値

(Ｈ27年度) 

現状値 

(Ｒ1 年度) 

目標値 

(Ｒ1 年度) 

達成率 

食品の安全性について知識

のある市民の割合 
 

※「ある」・「少しある」を選択した

市民割合 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①50.4％ 

②68.4％ 

③④78.8％ 

 

⑤68.8％ 

①55.5％ 

②74.3％ 

③80.2％ 

④78.6％ 

⑤74.4％ 

80％以上 93.0％ 

食料品の選択にあたって栄

養価を重視する市民の割合 
 

 

①20～39 歳 

②40～64 歳 

③65～74 歳 

④75 歳以上 

⑤合計 

①25.5％ 

②29.1％ 

③④37.5％ 

 

⑤31.9％ 

①31.3％ 

②37.1％ 

③38.4％ 

④39.3％ 

⑤37.3％ 

40％以上 93.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜目標７＞食に関する正しい理解を深める 

＜成果＞ 

食品の安全性について知識のある市民の割合、食料品の選択にあたって栄養価を

重視する市民の割合について、策定時より改善しました。 

＜課題＞ 

健康な食生活の実現をするためには、食品の選び方、適切な調理、保管といった

食品に関する正しい知識を持つことや、栄養をバランス良く摂ることが重要です。

そのためには、食品に関し基礎的な知識を持ち、その知識を持って行動する市民

を増やす取組が求められます。 
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２ 前計画の各目標の具体的な取組 

 
 

 

 

事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

成人向け栄養教室 

【健康づくり課】 

栄養バランスのとれた食事ができるよう

動機づけをする。 

参加者は６５歳以上の年齢が多く、

若い世代の参加は少ない。 

調理実習は実施せず、試食のみで実施し

ている。参加者にはグループワークを通

じて食事のバランスや野菜や塩分の適量

を学んでもらった。 

対象者：一般市民 

ヘルスセミナー 

【健康づくり課】 

近年話題のテーマを取り上げ、講話を通

して正しい知識を習得する。 

テーマとして食事自体が主テーマと

して取り上げられることは少ない

が、食事の視点からも考えられるテ

ーマは、講話にも食事の内容を盛り

込んで教育している。 

年間２～３回、異なるテーマで、外部講

師にセミナーを依頼。 

[H２８年度] 口腔がん、薬の保管・服用、

乳がんの早期発見 

[H２９年度] 乳がん、健康食品、メタボ

リックシンドローム 

[H３０年度] 大腸がん、乳がん 

テーマによって異なるが、健康管理には

食事の管理も関わってくることも伝えて

いる。 

特定保健指導 

【健康づくり課】 

【国保年金課】 

特定健康診査結果から生活習慣病のリス

クを階層化し、特定保健指導対象者に案

内を送付。申込者に食生活指導、運動指

導を実施。 

利用勧奨を行っているが、仕事や家

族の都合などを理由に申込みに繋が

らない。また、勧奨により申込みを

行った対象者も直前に、行動変容を

理由にキャンセルされることもあ

り、利用に繋がらない。 
※H29（H30 は指導中の為未確定） 

対象者 752 人                           

面接終了者 41 人   実施率 5.5％            

動機付 41 人                            

積極的  0 人 

座間市特定保健指

導 

【健康づくり課】 

特定健康診査の受診結果がメタボリック

シンドロームかつ服薬(糖尿病・脂質異常

症・高血圧)者に対して、重症化予防のた

めに、保健指導対象者自身が健診結果を

理解し、生活習慣を改善するための行動

計画を設定し実践できるよう支援する。 

平成 30 年度に、各市町村の特定保

健指導受診率向上に向けての県の評

価事業があった。評価内容は、県内

でも低い実施率の特定保健指導にリ

ソースを集中させるため事業見直し

の提案があった。参加者数が減少し

ている（毎回定員割れする）課題も

あり、国保年金課と協議の上、当事

業の案内を令和元年 5月までの郵送

分として本事業を終了する。相談希

望があった際は健康相談事業を案内

することとした。 

対象者 926 人 参加率 3.1％                             

（初回面接者 29 人、評価者 28 人） 

＜目標１＞食を通して健康で豊かな生活を送る 
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腎臓を守るための

保健指導 

【健康づくり課】 

【国保年金課】 

人工透析の新規導入者の減少を目的に、

特定健康診査の受診結果で腎機能低下が

みられる者に対して、保健指導対象者自

身が健診結果を理解し、生活習慣を改善

するための行動計画を設定し実践できる

よう支援する。一般市民向けにも講座を

行う。 

県が糖尿病対策推進プログラムを作

成したことを受けて、国保年金課と

検討をして、当事業に糖尿病性腎症

重症化予防を包含して行う。 

保健指導参加者 26 人（9 回）                      

パワーアップ講座参加者 14 人（3 回）            

勧奨訪問（本人に会えた 28 人、家族に

話せた 6 人、不在のため文書投函 20

人、住んでいるか不明 6 人）（7 回、13

チーム）                               

一般向けの講座：放置しないで高血糖 

年 2 回（2 日間/回） 参加者数（延）

53 人 

お口と栄養の講習
会 

【介護保険課】 

「お口の渇き」や「むせ」などの症状がや

わらぎ、食事をおいしくいただくことで、

栄養状態が改善されることを目標に管理

栄養士、歯科衛生士等が食生活や口腔ケ

アについて講話します。 

対象者：旧一次予防事業対象者、旧二次

予防事業対象者 

参加希望者が少ない。 

参加希望者が多い運動講座のプログ

ラムに口腔機能向上・低栄養予防の

内容を組み込む等、普及啓発の方法

の検討が必要である。 

平成２８年度 

開催回数 ５回 

参加者数 ４７人 

※介護保険法改正に伴い、平成２８年度

で事業終了した。 

栄養改善訪問 

【介護保険課】 

低栄養状態の高齢者に対して管理栄養士

がご自宅を訪問し、食事内容・食材の購

入方法・調理方法の工夫などについて相

談に応じます。 

対象者：旧二次予防事業対象者 

職員が自宅を訪問することに抵抗を

感じる者の増加等により、利用希望

者が減少している。低栄養状態のハ

イリスク者への普及啓発・個別支援

の方法について、検討が必要である。 

平成２８年度  利用者数 ０人 

※介護保険法改正に伴い、平成２８年度

で事業終了した。 

口腔ケア訪問 

【介護保険課】 

かむ・飲み込むなどの機能が低下してい

る方のご自宅に歯科衛生士等が訪問し

て、口の手入れや対象の方法をお伝えし

ます。 

対象者：旧二次予防事業対象者 

 

 

職員が自宅を訪問することに抵抗を

感じる者の増加等により、利用希望

者が減少している。口腔機能低下の

ハイリスク者への普及啓発・個別指

導の方法について、検討が必要であ

る。 

平成２８年度  利用者数 ０人 

※介護保険法改正に伴い、平成２８年度

で事業終了した。 
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郵送調査「介護予防
のためのはつらつ
健康チェック」 
 
【介護保険課】 

健康や生活に関する調査（低栄養及び口

腔機能低下に関する内容を含む）を郵送

で実施し、回答内容に応じた健康アドバ

イス票を送付する。介護予防の取組が特

に必要な状態にある可能性がある方に

は、状況確認等を行う。 

自宅や地域で取り組める介護予防活動を

紹介するリーフレットや介護予防教室の

案内を同封し、介護予防の必要性を伝え

る。平成２９年度開始。 

対象者：要介護１～５認定がない在宅高

齢者 

回答率は高い水準を維持しており、
低栄養、口腔機能低下等のリスクが
ある高齢者の把握及び市民への介護
予防に関する情報提供において、一
定の機能を果たしている。 
今後は、回答内容に応じた支援の充
実や、未回答者の状況把握について
検討する。 

Ｈ２９年度 

対象者２８，０８１人 

回答者２１，５８６人（７６．９%） 

Ｈ３０年度 

対象者 ２８，７１１人 

回答者 ２２，０４８人（７６．８%） 

低栄養予防講座の
開催 
【介護保険課】 

低栄養予防を主とする講座として、又は

介護予防教室のうち特に人気が高く集客

が見込めるもの（運動教室、健康チェッ

ク等）のプログラムの一部として管理栄

養士等による講座を開催することで、関

心が低い層にも低栄養予防の正しい知識

を提供し、食・栄養に関心を持つきっか

けを作る。内容、所要時間は、講座により

異なる。平成２８年度開始。 

対象者：全ての在宅高齢者 

低栄養予防を主とする講座は、参加
希望者が定員に達しないことが多
い。 
運動等の講座の一部として実施する
方法では、参加者数が増えており、
低栄養予防への関心が低い層への普
及啓発の場として、一定の効果を上
げている。 
より具体的かつ実践的な講座内容を
検討する。 

開催回数、参加者延人数 

平成２８年度 ２２回 ４１３人 

平成２９年度 ２６回 ７３９人 

平成３０年度 ２２回 ８９７人 

介護予防講演会 
 
【介護保険課】 

介護予防について専門家による講演会等

を開催し、介護予防の正しい知識と、自

宅や地域で取り組める介護予防の具体的

方法をお伝えする。 

食、栄養、歯及び口腔の健康と直接関連

しないテーマで実施する場合も、その重

要性について触れるようにしている。 

参加希望者が定員に達しないことが
ある。講座内容及び広報活動を工夫
する。 

開催回数、受講者延人数 

平成２８年度 ４回 １１３人 

平成２９年度 ６回 １６９人 

平成３０年度 ５回 １８７人 
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低栄養予防講座の
開催 
 
【介護保険課】 

低栄養予防を主とする講座として、又は

介護予防教室のうち特に人気が高く集客

が見込めるもの（運動教室、健康チェッ

ク等）のプログラムの一部として管理栄

養士等による講座を開催することで、関

心が低い層にも低栄養予防の正しい知識

を提供し、食・栄養に関心を持つきっか

けを作る。内容、所要時間は、講座により

異なる。平成２８年度開始。 

対象者：全ての在宅高齢者 

低栄養予防を主とする講座は、参
加希望者が定員に達しないことが
多い。 
運動等の講座の一部として実施す
る方法では、参加者数が増えてお
り、低栄養予防への関心が低い層
への普及啓発の場として、一定の
効果を上げている。 
より具体的かつ実践的な講座内容
を検討する。 

開催回数、参加者延人数 

平成２８年度 ２２回 ４１３人 

平成２９年度 ２６回 ７３９人 

平成３０年度 ２２回 ８９７人 

口腔機能低下予防
講座の開催 
 
【介護保険課】 

口腔機能低下予防を主とする講座とし

て、又は介護予防教室のうち特に人気が

高く集客が見込めるもの（運動教室、健

康チェック等）のプログラムの一部とし

て歯科衛生士等による講座を開催するこ

とで、関心が低い層にも口腔機能低下の

正しい知識を提供し、予防に取り組むき

っかけを作る。内容、所要時間は、講座に

より異なる。平成２８年度開始。 

対象者：全ての在宅高齢者 

 

口腔機能低下予防を主とする講座
は、参加希望者が定員に達しない
ことが多い。 
運動等の講座の一部として実施す
る方法では、参加者数が増えてお
り、口腔機能低下予防への関心が
低い層への普及啓発の場として、
一定の効果を上げている。 
より具体的かつ実践的な講座内容
を検討する。 

開催回数、参加者延人数 

平成２８年度 ２２回 ４１３人 

平成２９年度 ２６回 ７３９人 

平成３０年度 ２２回 ８９７人 

座間市 24 時間電
話相談 

【医療課】 

急な病気への対応や毎日の生活で健康に

ついて悩みがある場合、保健師や栄養士

などの専門スタッフがアドバイスを実施

する。 

対象者：座間市内在住の方 

ほぼ毎年度、前年度に比べ入電件
数が増加していることから、病気
や健康づくり等について市民が気
軽に相談できる窓口として一定の
成果を上げている。 

今後、本事業のより一層の周知を

図り、市民のさらなる健康増進に

寄与できるように努める。 【入電件数】 

H26 年度：4,512 件（ 57 件） 
H27 年度：6,745 件（121 件） 
H28 年度：9,371 件（136 件） 
H29 年度：6,871 件（111 件） 
H30 年度：7,312 件（168 件） 

 

※（ ）内は栄養・食事に関する相談 
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事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

保育所給食の提供 

【保育課】 

離乳食・普通幼児食・食物アレルギー対

応食・宗教食を提供している。 

離乳食・ふつう幼児食については、

おいしい給食を提供することができ

た。 

食物アレルギー対応・宗教食につい

ては多くの労力を要している。 
市内保育園９園で実施 

対象：在園児 

保育所給食におけ

る地場産物の活用 

【保育課】 

座間産の大豆で作ったみそを全園で提供

している。 

座間産の大豆を50％使用しており、

地産地消の食育を実施できた。 

ざま農協の手作りみそを９園で使用 

対象：在園児 

保育所給食での行

事食 

【保育課】 

行事に沿ったものや各季節に合った食材

をテーマに献立に取り入れている。（たけ

のこ、かぼちゃ、大豆等） 

園児に季節を感じてもらいながらお

いしい野菜・果物を食べてもらうこ

とができた。 

季節に応じた旬の野菜・果物を提供 

対象：在園児 

保育所の食育計画 

【保育課】 

栄養士が年間食育計画を立て、それに沿

って食育を実施している。 

食育計画に沿って充実した食育を行

うことができた。 

栄養士が年間食育計画を立て、それに沿

って食育を実施 

対象：保育士 

子ども達への食育
指導 

【保育課】 

国と同じく毎月 19 日を食育の日にして

保育士が子ども達にテーマにそって伝え

ている。（栄養士は巡回指導の時実施して

いる） 

保育士・在園児が食に関心を持つこ

とができた。 

保育士が食材に関する情報を調べ、園児

にわかりやすく説明した。また、食材の

食べ比べを行った。 

対象：保育士、在園児 

保育所給食に関す
る研修の実施 

【保育課】 

保健所や神奈川県主催の研修（食品衛生・

アレルギー対応等に関するもの）は必ず

調理員が受講している。 

今後、研修には調理実習も取り入れ

ることを検討する。 

保健所・神奈川県主催の研修に参加。ま

た、座間市で調理研修を企画し、民間保

育園を含めて研修を実施した。 

対象：調理従事者 

＜目標２＞食を大切にする心を育てる 
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保護者への食育指
導 

【保育課】 

毎月配布する献立表の空スペースを利用

して食育計画のテーマにそって、メモ程

度のメッセージを記載している。また、

毎日提供している給食を展示して、保護

者に量などを見せている。 

保護者に対して食育の内容を理解し

てもらうことができた。 

食育のテーマをわかりやすく保護者に知

らせている。 

対象：保護者 

栽培保育 

【保育課】 

種や苗を子ども達が植え、観察しながら

育てる。また、収穫し、最後に食すること

で感謝する気持ちを育てる。 

実際に育てたものを食し、食に関心

を持つことができた。 

保育園で、ジャガイモ、トマト、ナス、キ

ュウリ、ゴーヤ等を育て、収穫し、給食で

食した。 

食育指導年間計画
の策定 

【教育指導課】 

各学校で、食育担当者を中心に食育指導

の年間計画を策定している。 

対象：小・中学校 17 校 

このまま継続していけるとよい。 

各校で、食育推進担当を中心に年間計画 

策定。→１００％達成 

食育授業の実施 

【教育指導課】 

各学校で、栄養教諭、栄養士と学級担任

のＴＴで食育の授業を実施している。 

対象：小・中学校 17 校 

カリキュラムマネジメントしていく
必要あり。 
※各学校でランチルーム給食なども
利用して実施。 

各学校で、栄養教諭・栄養士と学担での

ＴＴで食育の授業を実施。→概ね達成 

各教科と連携した
食育の取組 

【教育指導課】 

各学校で、年間指導計画に絡み様々な教

科で実施できる食育について計画してい

る。 

このまま継続していけるとよい。 

 

※国語、社会、生活、家庭科、保健体

育等の授業で実施。 
各校で、年間計画と絡み様々な教科で実

施できる食育について計画。→１００％

達成 

食に関する体験活
動 

【教育指導課】 

各学校で、年間指導計画に絡み様々な教

科で実施できる食育について計画してい

る。 

カリキュラムマネジメントしていく

必要がある。 

 

※国語、社会、生活、家庭科、保健体

育等の授業で実施。 各校で、年間計画と絡み様々な教科で実

施できる食育について計画。→概ね達成 

食に関する啓発活
動 

【教育指導課】 

各学校において、保護者を対象とした啓

発活動や委員会を中心とした取組を実施

している。 

関心のない保護者をどう巻き込むか
を検討する。  
 
※学校保健委員会や常任委員会での
取組 各学校において、保護者を対象とした啓

発活動や委員会を中心とした取組を実

施。→概ね達成 
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学校給食の提供 

【学校教育課】 

小学校は主食、副食、牛乳からなる完全

給食を実施。中学校はデリバリー方式に

よる中学校給食（選択式）を実施してい

る。 

中学校給食の実施回数の増加 

〔平成３０年度実績〕 

小学校給食実施回数：年１８１回／各校

平均 

中学校給食実施回数：年１４６回／各校

平均 

対象者：市内小・中学生 

学校給食への地場
産物の活用 

【学校教育課】 

JA さがみ栗原野菜市組合と年１回会議

を開催し、１年間の収穫スケジュールや

学校からのリクエストを基に野菜を生産

し学校に納品してもらう。県内産物も優

先的に使用している。 

県内他市比、良好な水準。 

〔平成３０年度実績〕 

JA さがみ栗原野菜市組合との会議を実

施。 

地場産物利用率 

市内割合３２．２６％ 

県内割合 ０．５８％ 

対象者：市内小学生 

学校給食での行事

食、郷土料理の提

供 

【学校教育課】 

小中学校で、行事食（行事にちなんだ献

立）、郷土料理（座間や日本各地の郷土料

理）を提供している。 

今後も継続して実施。 

定期的に実施。 

対象者：市内小・中学生 

学校給食に関する
研修の実施 

【学校教育課】 

学校給食の調理の実務的知識について研

修し、日常の業務活動の充実と向上を図

る。 

また、学校給食における食中毒を防止す

る観点から、調理業務に従事する学校給

食調理員等を対象に、学校給食の安全と

充実を図るためのあり方についての講習

を行う。 

［過去の講習会テーマ］ 

・学校給食における食物アレルギー対応

について  

・衛生管理の目的、個人衛生が原因で起

きた事故事例、洗浄・殺菌が原因で起き

た事故事例 

・学校給食におけるノロウィルス対策 

新たな講習会のテーマを検討する。 

［過去の講習会テーマ］ 

・学校給食における食物アレルギー対応

について  

・衛生管理の目的、個人衛生が原因で起

きた事故事例、洗浄・殺菌が原因で起き

た事故事例 

・学校給食におけるノロウィルス対策 

対象者：市内小学生 
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給食を活用した啓
発活動 

【学校教育課】 

給食試食会の実施をしている。 児童が試食できる環境整備（中学校
給食） 

毎年度保護者向け試食会を実施（小・中

学校） 

対象者：市内小・中学生 

学校給食における

食育指導の実施 

【教育指導課】 

給食時間を活用して、担任から食育を実

施している。 

このまま継続していけるとよい。 

給食時間における担任の日常的な食育指

導。 

給食委員会による放送での食育啓発。 

→１００％達成 

対象：小学校 11 校 

学校給食でのラン
チルームの活用 

【教育指導課】 

年に２～３回、各クラスでのランチルー

ム給食の実施している。 

このまま継続していけるとよい。 

年に２～３回、各クラスでのランチルー

ム給食の実施。→１００％達成 

対象：小学校 11 校 

食育推進担当者会
議 

【教育指導課】 

食育推進担当者が年 2 回集まり、各学校

の取組の情報交換を行う。また、朝食ア

ンケートも実施している。 

喫食率は 90％ほどで概ね達成して

いるが、孤食や朝食内容の充実には

課題がある。 

アンケートは 100％の回収率。 

対象：市内小・中学校 17 校 

親子料理教室の開
催 

【学校教育課】 

小学校全１１校の保護者と児童を対象に

料理教室を開催。 

［過去のテーマ］「座間の野菜を食べよ

う」 

献立：ベジタブルドライカレー・野菜チ

ップス・きゅうりの香づけ・彩り野菜の

チーズドレッシングサラダ・キャロット

ゼリー 

毎年度、定員まで集まっており、継

続開催を検討する。 

令和元年度テーマ 

「かむことから始めよう！元気な体づく

り」 

献立：とりごぼうピラフ、ししゃものご

ま揚げ、かみかみサラダ（もち麦）他 

 

対象者：市内小学生 
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事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

ヘルシーメニュー
の試食 

【健康づくり課】 

がん検診の会場において、食生活改善推

進員が作成したヘルシーメニュー(栄養

バランスの整った献立)の試食提供を行

う。 

がん検診の会場から４か月児健診で

の試食に変更したことにより、若い

世代への普及啓発が可能となった。

ヘルシーメニューの展示、試食だけ

ではなく、１日に必要な野菜の量の

展示や減塩の普及啓発も同時に実施

している。ひまわり会の会員数が横

ばいであるため、若い世代へひまわ

り会の紹介をする場としても活用を

検討する。 

・H29 年度より、がん検診の会場以外に

4 か月児健診会場で試食提供を開始し、

H30 年度からは 4 か月児健診の会場で

試食の提供を行っている。 

【H30 年度】 

4 か月児健診会場 10 回/年 

試食者数  合計 746 名（１回平均 

74.6 名） 

レシピ配布数 合計 826 部 

・特定保健指導の案内にレシピを一部掲

載し、生活習慣病予防に役立ててもらう

とともに、食改の名前を知ってもらうき

っかけにした。 

対象者：４か月児健診に来所した保護者 

食生活改善推進員
養成講座 

【健康づくり課】 

健康づくり及び食生活改善について、自

主的な取組を推進するための知識と技術

を習得し、地域の核となり活動する人材

を養成する。 

講座募集時には、ひまわり会の会員

へも知り合いで紹介できる人がいれ

ば講座の紹介を依頼している。また

は当課の健康教育でも受講者で興味

がある人へ個別にも声をかけてい

る。毎年受講中に辞退する受講生も

おり、今後も受講生の募集が課題と

なっている。 

受講者数は年々減少しており、直近３年

間では募集人数の半数である１０名前後

で実施している。受講終了後のひまわり

会への入会率は、年度によっても異な

り、修了者全員が入会する年もあれば 3

割程度の入会となる年もあった。 

食生活改善推進事
業 

【健康づくり課】 

健康づくり及び食生活改善について、自

主的な取組を推進するために、地域の核

となって活動する人材(団体)を支援す

る。 

就労や家族の介護、自身の体調など、

個々でおかれている環境も様々であ

り、多様な活動の仕方が求められて

きている。入会後、１～３年の間に

退会してしまう人が多いため、今後

も会と一緒に会の在り方や連携の方

法を考える必要がある。 

会員数は横ばいもしくは微増となってお

り、また会員の高齢化もながれとしてあ

るため、思うように活動ができないこと

も出てきている。市のイベントや当課協

力事業、または食生活改善推進養成講座

で連携することが多いが、会が主体とな

って行う活動（料理教室）も検討し始め

ている。 

 

＜目標３＞市民が主役となった運動を進める 
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座間市フレイルサ

ポーターの養成・支

援 

【介護保険課】 

東京大学高齢社会総合研究機構が監修す

る高齢者向け健康チェック「フレイルチ

ェック」（低栄養、孤食、口腔機能低下に

関する内容を一部含む）を市とともに運

営する市民ボランティアを養成・支援す

る。平成２９年度開始。 

対象者：介護予防に関心がある市民等 

サポーター登録者数は増加してい

る。 

サポーターが安心して活動を継続

できるよう、研修等の支援を充実

させる。 

養成講座開催数 

平成２９年度、平成３０年度 各１コー

ス 

サポーター登録数 

平成２９年度末 ２３人 

平成３０年度末 ４６人 

健康チェック 

「フレイルチェッ

ク」 

【介護保険課】 

東京大学高齢社会総合研究機構が監修す

る健康チェック「フレイルチェック」（低

栄養、孤食、口腔機能低下に関する内容

を一部含む。）を実施し、介護予防の取組

の必要性に気付くきっかけを提供する。

市民ボランティア「座間市フレイルサポ

ーター」が司会進行、参加者の支援、測定

の補助等を行う。平成２９年度開始 

対象者：介護予防に関心がある在宅高齢

者 

参加希望者が定員に満たない開催

回がある。広報活動を工夫する。 

開催回数及び参加者延人数 

平成２９年度 ２回 ４９人 

平成３０年度 ５回 ９１人 

協力サポーター数 

各回１５～２０人程度 
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事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

ハローベビークラ

ス（母親父親教室） 

【健康づくり課】 

初めて出産する妊婦とその夫を対象に、

妊娠中の体重管理や特に摂りたい食品、

妊娠中に注意が必要な食中毒とバランス

のとれた食事の摂り方を学ぶ。 

４日間１コースだが、栄養の日（２

日目）は一番参加率が悪いため、内

容を見直す必要があった。また、就

労妊婦が参加しやすいよう、土曜日

コースの開催を検討した。その結果

平成２９年度より栄養の日（２日目）

について内容を見直し、体験型学習

と簡単調理でバランスがよく骨の健

康にもよいメニューを紹介及び試食

の提供を行った。土曜日コースも開

催され、参加率が上がっている。 

開催回数６回、参加者Ｈ28：１００人、

Ｈ29：133 人、Ｈ30：102 人 

対象者：初妊婦とその夫 

赤ちゃん教室 

【健康づくり課】 

おおむね５～６か月児とその保護者を対

象に、初めての離乳食の作り方、進め方

を試食を交えて体験する。 

参加者の多い地区は相模が丘、相武

台、入谷、緑ケ丘、ひばりが丘であ

り、必ずしも開催会場に近い地区の

参加者数が多いわけではなかった。

教室に対してのニーズが現状に即し

ているかわからないため、当課事業

内でのアンケートを実施し、ニーズ

を把握できるように検討する。 

開催回数１２回/年 

参加人数は減少しているが、出生数及び

第 1 子の出生数は微増傾向である。 

対象者：5～６か月児とその保護者 

もぐもぐ教室 

【健康づくり課】 

おおむね７～８か月児とその保護者を対

象に、離乳食の量や形態、食材の種類の

紹介や２回食、３回食への進み方を学ぶ。

また、保護者の骨健康度測定を実施し、

骨粗しょう症予防についての講話を実施

している。 

8～10 か月児健診の案内に教室の
ちらしを同封し、参加勧奨を強化し
た。 

開催回数９回/年 

昨年度より参加者が減少している。 

（４月～１月 Ｈ28：125 組 Ｈ29：

103 組 Ｈ30：83 組）赤ちゃん教室へ

の参加者は７５％を占めた。 

対象者：７～８か月児とその保護者 

親と子のバランス

クッキング（母子

向け調理実習） 

→ぱくぱく幼児食

教室 

【健康づくり課】 

 

３～４歳の幼児をもつ保護者を対象に、

幼児食の量や形態、この時期に多い好き

嫌い、偏食、食べムラ、遊び食べ等につい

ての講話を実施します。また幼児食の調

理、試食も実施している。 

保育はないが、プレイスペースを設

け児も一緒に参加できるようにし

た。食生活改善推進団体ひまわり会

の協力を得て調理デモを行い、試食

を提供している。アンケートの自由

記載欄には、講話の内容に添ったフ

ードモデルの展示や試食があり、よ

りわかりやすかったという記載が複

数あった。 

開催回数４回/年（Ｈ２９：９８組 Ｈ３

０：１０５組）  内容を見直し、参加者

が増えた。 

対象者：１歳～１歳３か月児（第１子）と

その保護者 

＜目標４＞健全な食生活を送るための家庭環境を作る 
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食育パンフレット

の配布 

【健康づくり課】 

離乳食教室・育児相談・１歳６か月児健

診・３歳６か月児健診会場にて随時配布。 

平成３１年３月に授乳・離乳の支援

ガイドの改訂があり、それに準じた

内容に変更したものがあった。状況

に合わせ随時内容を見直す必要があ

る。 

配布数は未把握だが、月齢に応じたリー

フレットを配布している。全数配布して

いるものと相談内容や保護者の希望に応

じて配布しているものがある。 

対象者：乳幼児の子どもをもつ保護者 

食育推進事業（調
理実習） 

【健康づくり課】 

食に関する関心・理解を培うことを目的

に調理実習を実施する。 

年度により参加者のばらつきがあ

る。広報やポスター、ホームページ

等で幅広く周知する。 
親子クッキング等で一緒に料理し食べる

ことで共食や食の大切さを学んだ。 

乳幼児集団健診 

（４か月、１歳６

か月、２歳、３歳

６か月） 

【健康づくり課】 

集団健診では発育・発達を確認し、疾病

(う蝕を含む)・異常を早期に発見する。併

せて、離乳食指導や個別での栄養相談を

実施する。パンフレットを配布し、啓発

を図る。 

4 か月児健診では、体重増加に関す

る相談が多く、離乳食や幼児食が始

まるとムラ食べや偏食に関する相談

が多い。 

４か月児健診では集団指導として受診者

全員を対象に「離乳食講座」実施。他の健

診では必要に応じて個別で相談を実施。

ここ 3 年間で件数はほぼ横ばいである

が、２歳児歯科健診では微増している。 

育児相談・電話相

談 

【健康づくり課】 

育児上の問題を解決するため、栄養士が

食事に関する相談に応じる。 

【育児相談】 

・来所者数、相談件数は減少してい

るが、リピーターとして利用してい

る人も多い。 

【電話相談】 

・栄養相談は相談全体の 65.2％（Ｈ

29 年度：50.6％）で相談内容とし

ては最も多く、その中でも乳児が

56.0％を占める。 

・育児相談、電話相談のいずれも支

援の必要なケースを適切にフォロー

していけるように継続する。 

【育児相談】 

開催回数 28 回/年 

来所者数、相談者数ともに前年度より減

少した。 

（実数：404 人 延べ人数：1046 人） 

【電話相談】 

・電話相談件数は H29 年度増加したが、

今年度は減少し例年並みの件数になっ

た。 

対象者：座間市に住民登録及び外国人登

録がある児とその親 

新生児訪問 

【健康づくり課】 

産婦の栄養状態、子どもの授乳状況につ

いて保健指導等を実施する。また、具体

的な助言を必要とする場合には、離乳食

教室や育児相談での栄養士との相談を勧

奨する。 

新生児の発育、発達の確認及び育児

上必要な事項や日常生活全般の保健

指導行うことや、育児不安を軽減し、

安心して子育てができるように支援

することを目的に事業を実施した。 

助産師や保健師が生後２か月くらいまで

に訪問を実施。産後の回復や母乳育児の

ための食事内容や水分摂取についてアド

バイスすることもある。育児相談等の利

用案内をしている。 

対象者：出生体重が２５００ｇ以上の第

１子と産婦 
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乳児家庭全戸訪問
事業 

【健康づくり課】 

産婦や子どもの食事について保健指導を

実施する。また、具体的な助言を必要と

する場合には、育児相談等での栄養士と

の相談を勧奨する。 

子育ての孤立化を防ぎ、地域の中で

子どもをすこやかに育成できるよう

支援することを目的に事業を実施し

た。 

助産師や保健師、看護師が生後４か月ま

でに訪問を実施。育児相談等の利用案内

をしている。 

対象者：新生児訪問・未熟児訪問・地区担

当訪問・保健福祉事務所訪問対象者以外

の児とその保護者 

低体重児の育児支

援 

【健康づくり課】 

出生体重が 2500ｇ未満の未熟児及び養

育医療が必要な児に対して、産婦や子ど

もの食事について保健指導を実施する。

また、具体的な助言を必要とする場合に

は、育児相談等での栄養士との相談を勧

奨する。 

家庭訪問や支援教室、健診、育児相

談等の他、地区担当保健師による支

援など継続的に支援を行っている。 

助産師や保健師が訪問を実施し、継続支

援を行っている。離乳食の開始や進め方

等についてもその児に応じた支援を必要

時行っている。 

対象者：出生体重が２５００ｇ未満の児

及び出生体重が２５００ｇ以上の養育医

療受給児と産婦 

依頼の健康教育 

【健康づくり課】 

学校、施設、団体等から健康教育の依頼

に応じて、管理栄養士が出向いて講話や

調理実習を行う。 

離乳食教室や育児相談へ既に参加し

ていたり、来所していたりする参加

者も多いが、支援センターで実施す

ることにより、参加者はより気軽に、

アットホームな雰囲気で実施できて

いるように感じる。 

若い世代での依頼はほぼなく、依頼

があった場合も高齢者の方であるこ

とが多い。 

子育て支援センターで実施する講座の依

頼が毎年あり、食事に関したテーマでは

年間２回実施している。内容としては、

離乳食や卒乳に関するテーマが多い。 

対象者：一般市民 

配食サービス 

【介護保険課】 

食生活の維持向上、健康保持、安否確認

のために、食生活の実態を把握させてい

ただいた上で、月曜～金曜までの夕食の

うち必要となる回数分をお届けしていま

す。 

対象者：次のいずれかに該当し、食事の

支度をすることが困難な方 

・おおむね６５歳以上で独居の者 

・おおむね６５歳以上の方のみで構成さ

れている世帯の者 

・身体に障害のある者 

利用者及び配食数、減少傾向にある。

近年では、本事業と同等又はそれ以

上のサービスを提供する民間事業者

が存在しており、事業の在り方につ

いて検討が必要と考える。 

※本事業は、国が定める地域支援事

業に該当しない、市の独自事業。 

平成３０年度 

配食数   １８，３０６食 

利用実人数    １２２人 
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事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

市民農園の運営 

【農政課】 

農園を市民へ貸出し、自ら土に親しみ、

農業に対する理解を深める。 

農園の区画数の増加に伴い、不作付

地管理や事務について、職員の負担

が増えている。 
現在の市民農園の開設箇所は 11。区画数

は 314。 

地産地消の推進 

【農政課】 

地元野菜や特産品を販売し、地産地消を

図るとともに生産者と消費者の交流を図

る。 

対象：来場者 

生産物等、商品によっては短い時間

で売り切れる傾向にある。 

毎月第２・４日曜日開催 

地元で採れた新鮮な野菜を学校給食へ提

供する。 

天候不順等によって、予定の収量に
届かないことがある。 

学校給食への提供以外にも直売所やイベ

ント時に新鮮野菜の販売を行っている。 

学校給食における
生ごみのたい肥化 

【学校教育課】 

給食で発生した残渣を小学校１１校に設

置した生ごみ処理機で乾燥の１次処理を

行い、栗原地区野菜市組合に回収しても

らう。回収された乾燥生ゴミはコーヒー

粕や豚糞を混ぜ撹拌、発酵させたい肥と

し、畑で使用される。その畑で栽培され

た野菜を給食食材に納入してもう循環を

行っている。 

生ごみ処理機の老朽化。 

市内小学校１１台 

事業費実績（平成３０年度実績） 

2,597,054 円 

対象：市内小学生 

 

  

＜目標５＞生産体験や生産者と消費者との交流を進める  
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事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

郷土の食文化講座 

【生涯学習課】 

身近な材料を生かした、座間の郷土料理

や季節に合わせた料理を講師と一緒に作

り、伝統的な食文化を体験する。 

講師はグループＡＯＫｉ（市内農家 3 名

で構成）に委託。対象：市内在住・在勤 

参加者相互に教え合うなど、和気あ

いあいとした雰囲気で実施されてい

るが、リピーター率が高く、新規参

加者が少ない。 

また、講師・参加者ともに高齢化が

進んでおり、事業の継続が困難にな

りつつある。 
年間７回実施 

平成３０年度は６回実施（台風と重なっ

たため１回を中止）、のべ１２４名参加 

学校での行事食の
提供 

【学校教育課】 

行事食（行事にちなんだ献立）を提供す

る。 

今後も継続して実施。 

定期的に実施。 

対象：市内小・中学生 

保育所での行事食

の提供 

【保育課】 

時の記念日・防災の日・クリスマス・七草

粥・節分・ひな祭り等、行事に沿った献立

をたてて提供している。 

季節折々の伝統行事の料理を給食に
取り入れ、生活に変化とけじめをつ
けることを園児に感じさせることが
できた。 

特別な行事の時に華やいだ給食を提供し

た。 

対象：在園児 

 

  

＜目標６＞食文化の伝承と環境に調和した生産と消費を心がける 
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事業名 

【担当課】 

事業内容 
担当課による課題・評価等 

実績等 

保育所における食
物アレルギー対策 

【保育課】 

座間市公立保育所「食物アレルギー対応

マニュアル」に基づき対応をしている。 

誤食を防止するため、調理時、配膳

時、保育室それぞれ複数でのチェッ

ク体制を強化していく。 保育士、調理員へアレルギー研修を実施

した。 

学校における食物
アレルギー対策 

【教育指導課】 

今日的課題研修会、校内での食物アレル

ギー対策研修、学校栄養職員 10 年経験

者研修、新採用養護教諭研修、宿泊研修

時の事前アンケートを実施している。 

課題を洗い出し、まだ不十分な部分

は補う予定。 

①今日的課題研修は現在行っていない。 

②校内での食物アレルギー対策研修は夏

休みなどを利用。（学校によって） 

③研修会に参加 

④修学旅行、キャンプ等で事前アンケー

ト実施。 

食中毒予防キャン
ペーン 

【健康づくり課】 

食品衛生指導員または食品衛生監視員に

よる食品衛生相談を実施している。 

現在のところ大きな食中毒の問題は
市内で発生していない。引き続き幅
広く PR を行う予定。 

毎年 8 月初旬に１週間食中毒予防週間と

して公用車スピーカーによるPRのほか、

市内スーパーにおいて食中毒予防キャン

ペーンを実施している。 

 

＜目標７＞食に関する正しい理解を深める 
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第 4章「ざまが目指す食育の方向」 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 基本理念 

2 基本方針 

3 具体的な目標・指標・目標値 
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健全な食生活を実践し豊かな人間性を育むためには、生産から食卓までの食の循環を意識

し、健康な生活や環境に配慮した適切な食の選択が行えるようになることが大切です。 

「市民一人ひとりが食に関する知識と食を選択する力を身につけ、健全な食生活を営む」

座間を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 食を通して「健康なからだ」を育む 

    健康なからだは、毎日の食事内容が深く関係しています。食事の栄養バランスや規則正しい

食生活・食習慣を身につけることで健康なからだを育みます。 

 ⑵ 食に関する「感謝の心」を育む 

    食事のマナーを身につけることや、食を大切にする心を培い、生産から消費までの食の循環

についての理解を深め、食に関する感謝の心を育みます。 

 ⑶ 食を取り巻く「人々の交流」を育む 

    市民に身近で日々の食育活動に関わる人材を育成し、食育に関する知識の普及や食文化の伝

承を行う場の提供を図り、食を取り巻く人々の交流を育みます。 

 

 

食をまなび、食に感謝し、食で育む健康なまち ざま 
 

『食育基本法』に掲げられた基本理念（同法第２条～第８条） 

１．国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成 

２．食に関する感謝の念と理解 

３．食育推進運動の展開 

４．子どもの食育における保護者、教育関係者等の役割 

５．食に関する体験活動と食育推進活動の実践 

６．伝統的な食文化、環境と調和した生産等への配意及び農山漁村の 

活性化と、食料自給率の向上への貢献 

７．食品の安全性の確保等における食育の役割 

第4章 ざまが目指す食育の方向 

１ 基本理念 

2 基本方針 
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  食育の目標を設定するにあたって、国及び神奈川県の食育推進基本計画に掲げる目標を参考にし

ながら、座間市における課題や関連事業の取組を踏まえて、指標を設定しました。 

 

目標1 健全な食生活・食習慣を身につける 
計画策定時 

（Ｒ1年度） 

目標値 

（Ｒ6年度） 
県目標値 

 

指標① 
主食・主菜・副菜を揃えている市民の割合 
※「１日３食揃えている」・「1日２食揃えている」を選択した市

民割合 
56.5％ 80％以上 80％以上 

指標② 

朝食を欠食する市民の割合 

 
※「いつも食べない」・「食べない時の方が多

い」を選択した市民割合 

① 1～ 6歳 

② 7～12歳 

③13～19歳 

④20～39歳 

⑤40～64歳 

⑥65～74歳 

⑦75歳以上 

① 2.5％ 

② 2.6％ 

③10.4％ 

④21.9％ 

⑤14.4％ 

⑥ 2.9％ 

⑦ 2.0％ 

・①～②、⑥

～⑦を 0％に

近づける 

 

・ ③～⑤を

10％以下 

小中学生 0％

に近づける 

若い世代 

15％以下 

指標③ 
野菜を食べている市民の割合 
※「毎食食べている」・「1日２食くらい食べている」を選択した

市民割合 
63.8％ 80％以上 

350ｇ以上

（※摂取量） 

指標④ よく噛んで食べるように意識する市民の割合 25.8％ 50％以上 50％以上 

指標⑤ 
日々の食事を味わって食べている市民の割合 
※「よく味わっている」・「味わっている」を選択した市民割合 

87.4％ 90％以上 － 

指標⑥ 

メタボリックシンドロームの予防や改善のために

食事に気をつけている市民の割合 
※高齢者については低栄養・低体重予防が重要となりま

す。 

69％ 
④⑤80％以

上 
－ 

指標⑦ 
汗をかく程度の運動をする市民の割合 
※「週3～4回」以上を選択した市民割合 

40.4％ 50％以上 － 

 

目標2 食に関する正しい理解を深める 
計画策定時 

（Ｒ1年度） 

目標値 

（Ｒ6年度） 
県目標値 

 

指標① 
栄養のバランスやエネルギー（カロリー）を気にかけ

て食事している市民の割合 
44.9％ 50％以上 － 

指標② 
適正な体重を維持又は目指すために食事に配慮してい

る市民の割合 
※「配慮している」・「時々配慮している」を選択した市民割合 

68.7％ 80％以上 － 

指標③ 
食育について関心をもつ市民の割合 
※「関心がある」・「どちらかといえば関心がある」を選択した市民

割合 
71.3％ 90％以上 90％以上 

 

 

 

 

3 具体的な目標・指標・目標値 
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目標3 食を学び、食を大切にする心を育てる 
計画策定時 

（Ｒ1年度） 

目標値 

（Ｒ6年度） 
県目標値 

 

指標① 小学校の学校給食において地場産を使用する割合 

市内割合

32.26％ 

県内割合 

0.58％ 

現状維持 30％以上 

指標② 保育園給食において地場産を使用する割合 

座間市産の

大豆を使用

した味噌を

全園で使用 

現状維持 － 

指標③ 小学校給食の残食率の減少 0.9％ 現状維持 5％以下 

指標④ 食に関する年間指導計画を策定している学校の割合 100％ 現状維持 － 

指標⑤ 食事のマナーに関する知識がある市民の割合 
※「ある」・「少しある」を選択した市民割合 

76.2％ 90％以上 90％以上 

指標⑥ 
食材を買いすぎないことや使い切ることを意識して購

入する市民の割合 
83.2％ 90％以上 90％以上 

指標⑦ 
自分で野菜を作った経験（家庭菜園などを含む）のあ

る市民の割合 
45.5％ 50％以上 － 

 

目標4 食文化の伝承と環境に調和した生産と消費を心がける 
計画策定時 

（Ｒ1年度） 

目標値 

（Ｒ6年度） 
県目標値 

 

指標① 野菜などは地場産を買うように意識する市民の割合 50.6％ 60％以上 － 

指標② 食育推進に関わるボランティアの数を増やす 60名 増加 － 

 

目標5 市民が主役となった運動を進める 
計画策定時 

（Ｒ1年度） 

目標値 

（Ｒ6年度） 
県目標値 

 指標① 食育推進に関わるボランティアの数を増やす（再掲） 60名 増加 － 

 

目標6 食を通じた交流の場をつくる 
計画策定時 

（Ｒ1年度） 

目標値 

（Ｒ6年度） 
県目標値 

 

指標① 

朝食・夕食について、家族または

友人等と一緒に食べる「共食」の

回数 

⑤40～64歳 

⑥65～74歳 

⑦75歳以上 

週 0 回の割合 

⑤11.4％ 

⑥12.8％ 

⑦16.7％ 

⑤～⑦を週

0 回の割合

を5％以下 

［家族］週

11回以上 

［単身］週

4回以上 

指標② 食育推進に関わるボランティアの数を増やす（再掲） 60名 増加 － 

指標③ 
野菜などは地場産を買うように意識する市民の割合

（再掲） 
50.6％ 60％以上 － 
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第 5章「食育推進の施策展開」 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 施策展開の考え方 

2 推進体制 

3 計画の体系 

4 具体的な取組 

5 ライフステージごとのテーマと取組例 
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食育を推進するには、行政、市民、学校、関係団体、事業者等の「健康な

まちづくりの輪」として、連携と理解を深めて情報の共有化を図り、協同

で施策展開に努めていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

  

市 民 
（個人・家庭） 

行 政 

学 校 企 業 

地 域 市民活動 

団体 

第5章 食育推進の施策展開 

１ 施策展開の考え方 
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食生活改善推進団体等 

健康なまちづくり推進委員会 

健康なまちづくり庁内推進委員会 

 

 

 

健康なまちづくり庁内推進委員会ワーキンググループ 

 

 

 

健康なまちづくり推進委員会は、プランの進捗状況を確認、検証するとともに、市が目指

す食育推進の実現に向け検討します。 

食生活改善推進団体等は、プランに基づき、子どもから高齢者まで幅広く健康的な食生活

を送れるように各種講座を行っていきます。 

 健康なまちづくり庁内推進委員会及び同ワーキンググループは、プランの達成状況として、

各事業の実施結果や市民意識調査結果から検証し、今後の食育推進事業に活かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 推進体制 

市民との 

推進体制 

民間団体等との 

推進体制 

庁内推進体制 
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3 計画の体系 

《第３次座間市食育推進計画の体系図》 

大目標 
市民一人ひとりが食に関する知識と食を 

選択する力を身につけ、健全な食生活を営む 

 

基本方針 

 

 

 

食に関する 

「感謝の心」 

     を育む 

 

具体的な 

目 標 

①健全な食生活・食習 

慣を身につける 

②食に関する正しい 

理解を深める 

⑤市民が主役となった 

   運動を進める 

⑥食を通じた 

交流の場をつくる 

④食文化の伝承と環境

に調和した生産と 

消費を心がける 

 

③食を学び、食を大切 

 にする心を育てる 

食を通して 

「健康なからだ」 

     を育む 

食を取り巻く 

「人々の交流」 

     を育む 

 

施策展開 

① 家庭における食育の推進 

② 学校・保育所等における食育の推進 

③ 地域における食育の推進 

④ 食育推進運動の展開 

⑤ 食を通じたコミュニケーションの促進 

⑥ 地産地消の促進及び食を取り巻く環境への理解促進 

⑦ 食文化の継承の推進 

⑧ 食品の安全、栄養、その他の食に関する調査・研究・情報提供 
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［施策のねらい］ 

家庭は、子どもが健やかに成長するための基本的な食習慣を身に付けたり、食を大切に

する心を育てる場であり、生涯を通じて健康な生活をおくるための基本的な場でもありま

す。しかし、ライフスタイルの変化や食の外部化の進展等、食を取り巻く環境の変化の中

で食生活や食習慣の乱れなどを生じています。 

  そこで、子どもはもとより、市民一人ひとりが自らにあった望ましい食生活をおくるこ

とができるよう、学校、団体、事業者と連携しながら、家庭における食育の推進を図りま

す。 

 

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

ハローベビークラ

ス 

（母親父親教室） 

初めて出産する妊婦とその夫を対象に、妊娠中の体

重管理や特に摂りたい食品、妊娠中に注意が必要な

食中毒とバランスのとれた食事の摂り方を学ぶ。 

健康づくり課 

赤ちゃん教室 

 

おおむね５～６か月児とその保護者を対象に、初め

ての離乳食の作り方、進め方について試食を交えて

体験する。 

もぐもぐ教室 

 

おおむね７～８か月児とその保護者を対象に、離乳

食の量や形態、食材の種類の紹介や２回食、３回食

への進み方を学ぶ。また、保護者の骨密度測定を実

施し、骨粗しょう症予防についての講話を実施して

いる。 

ぱくぱく幼児食教

室 

1歳～１歳３ヶ月（第1子）を対象に、子どもの発

達に応じた離乳食完了期の進め方について講話を実

施する。 

また、おやつの試食も実施している。 

食育パンフレット

の配布 

離乳食教室・育児相談・１歳６か月児健診・３歳６

か月児健診会場にて随時配布。 

 

4 具体的な取組 

施策１ 家庭における食育の推進 
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事業名 事業内容 担当課 

食育推進事業 

（調理実習） 

食に関する関心・理解を培うことを目的に調理実習

を実施する。 
健康づくり課 

座間市 24 時間電

話相談 

急な病気への対応や毎日の生活で健康について悩み

がある場合、保健師や栄養士などの専門スタッフが

アドバイスを実施する。 

医療課 

乳幼児集団健診 

（４か月、１歳６

か月、２歳、３歳

６か月） 

集団健診では発育・発達を確認し、疾病(う蝕を含

む)・異常を早期に発見する。併せて、離乳食指導や

個別での栄養相談を実施する。パンフレットを配布

し、啓発を図る。 

健康づくり課 

育児相談・電話相

談 

育児上の問題を解決するため、栄養士が食事に関す

る相談に応じる。 

新生児訪問 産婦の栄養状態、子どもの授乳状況について保健指

導等を実施する。また、具体的な助言を必要とする

場合には、離乳食教室や育児相談での栄養士との相

談を勧奨する。 

乳児家庭全戸訪問

事業 

産婦や子どもの食事について保健指導を実施する。

また、具体的な助言を必要とする場合には、育児相

談等での栄養士との相談を勧奨する。 

低体重児の育児支

援 

出生体重が 2500ｇ未満の未熟児及び養育医療が

必要な児に対して、産婦や子どもの食事について保

健指導を実施する。また、具体的な助言を必要とす

る場合には、育児相談等での栄養士との相談を勧奨

する。 

依頼の健康教育 学校、施設、団体等から健康教育の依頼に応じて、

管理栄養士が出向いて講話や調理実習を行う。 
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［施策のねらい］ 

学校、幼稚園及び保育所等は、教諭、栄養教諭、養護教諭、保育士及び栄養士等から体

系的に食の基本を学び、食生活や食習慣の改善を図ることができる重要な場であるととも

に、子どもたちが集団生活を通して食の大切さ・楽しみ・マナーや感謝の念を実感する場

所でもあります。 

  また、学校等で身につけた食に関する知識や理解は、子どもたちを通じて家庭の食生活

に良い影響を与えることも期待できます。そこで、それぞれの子どもたちに合った望まし

い食生活、食習慣を身につけられるよう、家庭や地域と連携しながら、学校や幼稚園、保

育所等における食育を推進します。 

 

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

保育所給食の提供 離乳食・普通幼児食・食物アレルギー対応食・宗教

食を提供している。 

保育課 

保育所給食におけ

る地場産物の活用 

座間産の大豆で作ったみそを全園で提供している。 

 

保育所給食での行

事食、郷土料理の

提供 

各季節に合った食材をテーマに献立に取り入れてい

る。（たけのこ、かぼちゃ、大豆等） 

保育所の食育計画 栄養士が年間食育計画を立て、それに沿って食育を

実施している。 

子ども達への食育 

指導 

国と同じく毎月 19 日を食育の日にして保育士が子

ども達にテーマにそって伝えている。（栄養士は巡回

指導の時実施している） 

保育所給食に関す

る研修の実施 

保健所や神奈川県主催の研修（食品衛生・アレルギ

ー対応等に関するもの）は必ず調理員が受講してい

る。 

保護者への食育 毎月配布する献立表の空スペースを利用して食育計

画のテーマにそって、メモ程度のメッセージを記載

している。また、毎日提供している給食を展示して、

保護者に量などを見せている。 

 

施策 2 学校、保育所等における食育の推進 
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事業名 事業内容 担当課 

栽培保育 種や苗を子ども達が植え、観察しながら育てる。ま

た、収穫し、最後に食することで感謝する気持ちを

育てる。 

保育課 

食育指導年間計画

の策定 

各学校で、食育担当者を中心に食育指導の年間計画

を策定している。 

教育指導課 

食育授業の実施 各学校で、栄養教諭、栄養士と学級担任のＴＴで食

育の授業を実施している。 

各教科と連携した

食育の取組 

各学校で、年間指導計画に絡み様々な教科で実施で

きる食育について計画している。 

食に関する体験活

動 

各学校で、年間指導計画に絡み様々な教科で実施で

きる食育について計画している。 

食に関する啓発活

動 

各学校において、保護者を対象とした啓発活動や委

員会を中心とした取組を実施している。 

学校給食の提供 小学校は主食、副食、牛乳からなる完全給食を実施。

中学校は選択式による完全給食を実施している。 

学校教育課 

学校給食への地場

産物の活用 

 

JA さがみ栗原野菜市組合と年１回会議を開催し、

１年間の収穫スケジュールや学校からのリクエスト

を基に野菜を生産し学校に納品してもらう。県内産

物も優先的に使用している。 

学校給食での行事

食、郷土料理の提

供 

小中学校で、行事食（行事にちなんだ献立）、郷土料

理（世界や日本各地の郷土料理）を提供している。 

学校給食に関する

研修の実施 

 

学校給食の調理の実務的知識について研修し、日常

の業務活動の充実と向上を図る。 

また、学校給食における食中毒を防止する観点から、

調理業務に従事する学校給食調理員等を対象に、学

校給食の安全と充実を図るためのあり方についての

講習を行う。 

［過去の講習会テーマ］ 

・学校給食における食物アレルギー対応について  

・衛生管理の目的、個人衛生が原因で起きた事故事

例、洗浄・殺菌が原因で起きた事故事例 

・学校給食におけるノロウィルス対策 
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事業名 事業内容 担当課 

給食を活用した啓

発活動 

給食試食会の実施をしている。 

 
学校教育課 

学校給食における

食育指導の実施 

給食時間を活用して、担任から食育指導を実施して

いる。 

 教育指導課 

学校給食でのラン

チルームの活用 

年に２～３回、各クラスでのランチルーム給食の実

施している。 

親子料理教室の開

催 

小学校全１１校の保護者と児童を対象に料理教室を

開催。 
学校教育課 
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［施策のねらい］ 

生涯を通じて健康な生活をおくるためには、それぞれの年代に応じた望ましい食生活と

適度な運動習慣を身につけることなどが必要です。特に社会人に対して、地域や職場にお

いて栄養や食生活関する情報を得る機会を設ける必要があります。 

そこで、それぞれの生活に応じた食生活や健康づくりに取り組めるよう、団体、事業者

等と連携した食育を進めます。 

   

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

成人向け栄養教室 栄養バランスのとれた食事及び減塩ができるよう動

機づけをする。試食付き。 

健康づくり課 

ヘルスセミナー 近年話題のテーマを取り上げ、講話を通して正しい

知識を習得する。 

特定保健指導 座間市特定健診受診者を対象に、メタボリックシン

ドローム予防のため、３ヶ月間の目標を決め、生活

習慣を改善し減量に取り組む。 

ヘルシーメニュー

の展示、相談 

７月第1土曜日に開催する「健康サマーフェスタイ

ンざま」のイベントで、食生活改善推進団体による

ヘルシーメニュー(栄養バランスの整った献立)の展

示や食に関する相談を実施する。 

ヘルシーメニュー

の試食 

４ヶ月児健康診査会場において、食生活改善推進員

が作成したヘルシーメニュー(栄養バランスの整っ

た献立)の試食提供を保護者向けに行う。 

腎臓を守るための

保健指導 

人工透析の新規導入者の減少を目的に、特定健康診

査の受診結果で腎機能低下がみられる者に対して、

保健指導対象者自身が健診結果を理解し、生活習慣

を改善するための行動計画を設定し実践できるよう

支援する。一般市民向けにも講座を行う。 

健康づくり課 

国保年金課 

施策3 地域における食育の推進 
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事業名 事業内容 担当課 

特定保健指導 特定健康診査結果から生活習慣病のリスクを階層化

し、特定保健指導対象者に案内を送付。申し込み者

に食生活指導や運動指導を実施。 

健康づくり課 

国保年金課 

配食サービス 食生活の維持向上、健康保持、安否確認のために、

食生活の実態を把握させていただいた上で、月曜～

金曜までの夕食のうち必要となる回数分をお届けし

ている。 

介護保険課 

郵送調査「介護予

防のためのはつら

つ健康チェック」 

健康や生活に関する調査（低栄養、口腔機能低下に

関する内容を含む。）を郵送で実施し、回答内容に応

じた健康アドバイス票を送付する。介護予防の取組

が特に必要な状態にある可能性がある方には、状況

確認等を行う。自宅や地域で取り組める介護予防活

動を紹介するリーフレットや介護予防教室の案内を

同封する。 

介護予防講演会 介護予防（低栄養予防、口腔機能低下予防を含む。）

に関する講演会等を開催し、自宅や地域で取り組め

る介護予防活動を紹介する。 

低栄養予防講座の

開催 

管理栄養士等による講座を開催し、低栄養予防の正

しい知識を提供する。 

口腔機能低下予防

講座の開催 

歯科衛生士等による講座を開催し、口腔機能低下予

防の正しい知識を提供する。 

ざまシニアサポー

ターの育成・支援 

介護予防活動を地域に広めるリーダー的市民を育

成・支援する。 

現在は、運動機能向上や認知症予防を主体とした介

護予防活動の実施を支援しているが、今後は低栄養

予防、口腔機能低下予防に関する情報提供の実施も

検討する。 

座間市フレイルサ

ポーターの養成・

支援 

東京大学高齢社会総合研究機構が監修する高齢者向

け健康チェック「フレイルチェック」（低栄養、孤食、

口腔機能低下の内容を一部含む。）を市とともに運営

する市民ボランティアを養成・支援する。 
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事業名 事業内容 担当課 

健康チェック「フ

レイルチェック」 

東京大学高齢社会総合研究機構が監修する高齢者向

け健康チェック「フレイルチェック」（低栄養、孤食、

口腔機能低下予防の内容を一部含む。）を、市民ボラ

ンティア「座間市フレイルサポーター」とともに実

施し、自宅や地域での介護予防活動に必要性を伝え

る。 

介護保険課 
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［施策のねらい］ 

食育は一人ひとりが自分の問題として取り組むことが必要であることはもちろん、関係

施策の推進に当たっては、幅広い主体との連携が不可欠です。 

そこで、団体、事業者等と連携し、食育を推進していくための取組を進めます。 

   

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

食生活改善推進員

養成講座 

健康づくり及び食生活改善について、自主的な取組

を推進するための知識と技術を習得し、地域の核と

なり活動する人材を養成する。 

健康づくり課 
食生活改善推進事

業 

健康づくり及び食生活改善について、自主的な取組

を推進するために、地域の核となって活動する人材

(団体)を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 4 食育推進運動の展開 
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［施策のねらい］ 

家族や友人など、誰かと一緒に食事をするなど、食を通じたコミュニケーションを図る

ことは、食の楽しさを実感するだけでなく、食への関心を持ち、食生活や食習慣に関する

基礎を習得する機会にもなっていきます。 

   

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

ふれあい会食会

（ひとり暮らし高

齢者） 

座間市社会福祉協議会が実施する高齢者事業で、ひ

とり暮らしの方で 65 歳以上を対象とした会食会を

開催し、地域社会に参加していただき、仲間づくり

の輪を広げている。 

福祉長寿課 

健康チェック「フ

レイルチェック」

（再掲） 

東京大学高齢社会総合研究機構が監修する高齢者向

け健康チェック「フレイルチェック」（孤食、低栄養、

口腔機能低下予防の内容を一部含む。）を、市民ボラ

ンティア「座間市フレイルサポーター」とともに実

施し、自宅や地域での介護予防活動に必要性を伝え

る。 

他の施策等で実施する事業ではあるが、孤食が高齢

者の心身に及ぼす影響について紹介し、食を通じた

コミュニケーションの重要性をお伝えしている。 

介護保険課 

食育推進事業（調

理実習）（再掲） 

他の施策等で実施する事業ではあるが、共に作り、

共に食事をする楽しさを実感し、食育について学ん

でいただく事業となっている。 
健康づくり課 

成人向け栄養教室

（再掲） 

健康文化都市大学 

そば打ち体験講座 

 

 

 

 

 

 

施策 5 食を通じたコミュニケーションの促進 
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［施策のねらい］ 

食に関する感謝の念を深めるためには、食料の生産が自然の恩恵の上に成り立っており、

食生活が生産者など多くの人々の活動に支えられていることへの理解が必要です。 

そこで、食糧生産に対する理解と関心を高めるため、地産地消、生産者と消費者との交

流を積極的に進めるとともに、環境に配慮した食料生産を進めます。 

また、毎年膨大な量の食品が廃棄され、環境への大きな負荷を生じさせています。こう

した問題に対し、食料の生産から消費に至る過程においての自然環境や社会環境への影響

を見つめ直し、環境を意識した啓発を実施します。 

   

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

市民農園の運営 

 

農園を市民へ貸出し、自ら土に親しみ、農業に対す

る理解を深める。 

農政課 
地産地消の推進 毎月第２・４日曜日、地元野菜や特産品を販売し、

地産地消を図るとともに生産者と消費者の交流を図

る。 

地元で採れた新鮮な野菜を学校給食へ提供する。 

学校給食における

地場産物の活用

(再掲) 

栗原地区野菜市組合と年１回会議を開催し、１年間

の収穫スケジュールや学校からのリクエストを基に

野菜を生産し学校に納品してもらう。また座間地区

野菜市組合や県内の産物も優先的に使用している。 

学校教育課 
学校給食における

生ごみのたい肥化 

 

給食で発生した残渣を小学校１１校に設置した生ご

み処理機で乾燥の１次処理を行い、栗原地区野菜市

組合に回収してもらう。回収された乾燥生ゴミはコ

ーヒー粕や豚糞を混ぜ撹拌、発酵させてたい肥とし、

畑で使用される。その畑で栽培された野菜を給食食

材に納入してもう循環を行っている。 

保育所給食におけ

る地場産物の活用

（再掲） 

座間産の大豆で作ったみそを全園で提供している。 

 保育課 

食品ロス削減に関

する普及啓発 

イベントやホームページにおいて食品ロス削減につ

いて啓発する。 
健康づくり課 

施策6 地産地消の促進及び食を取り巻く環境への理解促進 
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［施策のねらい］ 

食文化に対する理解と関心を深め、日本の優れた食文化を生活の中に生かしていくとと

もに、地域の行事食や伝統食等を次世代に継承することが必要です。 

そこで、地域の特色ある食文化を再発見するとともに、豊かで彩のある食を継承するた

めの取組を進めます。 

   

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

郷土の食文化講座 

 

身近な材料を生かした、座間の郷土料理や季節に合

わせた料理を講師と一緒に作り、伝統的な食文化を

体験する。 

講師はグループＡＯＫｉ（市内農家3名で構成）に

委託。 

生涯学習課 

学校での行事食の

提供 

行事食（行事にちなんだ献立）を提供する。 
学校教育課 

保育所での行事食

の提供 

時の記念日・防災の日・クリスマス・七草粥・節分・

ひな祭り等、行事に沿った献立をたてて提供してい

る。 

保育課 

食生活改善推進員

養成講座 

（再掲） 

健康づくり及び食生活改善について、自主的な取組

を推進するための知識と技術を習得し、地域の核と

なり活動する人材を養成している。 

健康づくり課 

食生活改善推進事

業 

（再掲） 

健康づくり及び食生活改善について、自主的な取組

を推進するために、地域の核となって活動する人材

(団体)を支援している。 

郷土料理試食会 ７月第1土曜日に開催する「健康サマーフェスタイ

ンざま」のイベントで、座間市地域婦人団体連絡協

議会による郷土料理の試食会を実施する。 

 

 

 

 

 

施策 7 食文化の継承の推進 
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［施策のねらい］ 

食品の安全性や栄養に関する膨大な情報が提供される中、様々なメディアを通じて一人

ひとりが正しい情報を適切に選別し活用する力を養うことが必要となっています。 

そこで、事業者等と連携のもと、食に対する理解を深めるための取組を進めます。 

   

［取組］ 

事業名 事業内容 担当課 

保育所における食

物アレルギー対策 

座間市公立保育所「食物アレルギー対応マニュアル」

に基づき対応をしている。 

保育課 

学校における食物

アレルギー対策 

 

今日的課題研修会、校内での食物アレルギー対策研

修、学校栄養職員 10 年経験者研修、新採用養護教

諭研修、宿泊研修時の事前アンケートを実施してい

る。 

教育指導課 

食中毒予防キャン

ペーン 

食品衛生指導員または食品衛生監視員による食品衛

生相談を実施している。 

健康づくり課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 8 食品の安全性、栄養、その他の食に関する調査、研究、情報提供 
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ステージ 
乳幼児期 

（0～6歳） 

学童期 

（7～12歳） 

思春期 

（13～19歳） 

テーマ 「食べる力を育もう！」 「食生活の基礎を身につけよう！」 
「自立に向けた食習慣を確立しよ

う！」 

ポイント 

健全な食習慣の基礎をつくる 

・様々な食べ物に触れ、関心を

もたせる 

・規則正しい生活リズムを身に

つける 

・家族や友人等と楽しく食べ、

食事マナーの基礎をつくる 

健全な食習慣の定着させる 

・規則正しい生活リズムを身につ

ける 

・学校や地域と連携した食習慣づ

くり 

・栄養バランスや食品の安全性な

ど基本的な知識を学ぶ 

・食文化に触れることや、生産体

験し食に関心を持たせる 

健全な食習慣と健康との関係を理

解させる 

・正しい栄養バランスを理解する 

・食文化への理解を深め調理する 

・食品の安全・衛生等について判

断し、適切に取り扱う 

 

食育の目標 行 動 例 

⑴健全な食生活・食

習慣を身につける 

   

⑵食に関する正しい

理解を深める 

   

⑶食を学び、食を大

切にする心を育てる 

   

⑷食文化の伝承と環

境に調和した生産と

消費を心がける 

   

⑸市民が主役となっ

た運動を進める 

   

⑹食を通じた交流の

場をつくる 

   

 

5 ライフステージごとのテーマと取組例 

・様々な食べ物に関心を持つ 
・かむ機能を育てる 
・発育・発達に応じた食事をする 

・食べ物をおいしく食べるため、歯と口腔の健康を保ち、よく噛んで食べる 

 
・栄養バランスのとれた食事をし、生活

習慣病を予防する 

・  

・自然や食べ物にふれる 

・食事の際のあいさつ、マナーを身につけ、あいさつの意味を考える 

・食に関する興味をもち、食の大切さを認識する 

・積極的に食育に関する情報を得る 

・会話をしながら楽しく食事をする 

・食の安全に関する正しい知識、選択力を身につける 

  

教育機関で食育に関する 

 実体験をします 

・食の安全等に関する正しい知識に基づいて適切な取扱をする 

・  

・調理の手伝いをする ・調理の基本を学ぶ 

・野菜づくり等を通して生産を学ぶ 

  

教育機関で食育に関する 

 実体験をします 

・伝統料理を知る 

  

教育機関で食育に関する 

 実体験をします 
・地場産物を知る 

  

教育機関で食育に関する 

 実体験をします 

・食文化について理解を深める 

  

教育機関で食育に関する 

 実体験をします 

・食を無駄にしない心を育む ・食品ロスと環境問題について学ぶ 
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青年期 

（20～39歳） 

壮年期 

（40～64歳） 

前期高齢期・後期高齢期 

（65～74歳、75歳以上） 

「食事からも健康管理！」 
「生活習慣予防のために食習慣を見直そ

う！」 「低栄養・フレイル予防！」 

健全な食生活を実現する 

・栄養バランスを考え自分の健康管理がで

きるようにする 

・家庭においては、家族に食の大切さを教

え、自ら食育に取り組む 

・食に関する正しい情報を収集する 

健全な食生活を維持し健康管理を行う 

・生活習慣予防のために食生活を再点検す

る 

・家庭においては、家族に食の大切さを教

え、自ら食育に取り組む 

・地域活動を通じて、食に関する経験、知

識を次世代に継承する 

・食文化を次世代に継承する 

食を通した豊かな生活を実現する 

・家族や友人等と交流し、一緒に食事を楽し

む 

・主食、主菜、副菜を三食しっかりと摂る 

・地域のボランティア活動等に積極的に参加

し、知識を継承する 

・健康状態に応じた食生活を実現する 

 

行 動 例 

   

   

   

   

   

   

 

・食べ物をおいしく食べるため、歯と口腔の健康を保ち、よく噛んで食べる 

食の安全等に関する正しい知識に基づいて適切な取扱をする 

・次世代に食のありがたさ、大切さ、知識を伝える 

・経験や知識を活かして食育活動に参加する ・積極的に食育に関する情報を得る 

・会話をしながら楽しく食事をする 

・地域活動などを通じて楽しく食事できる友人等をつくる 

食に関する正しい情報を収集する 

・バランスの良い食事を

し、生活習慣病の重症化、

フレイル（低栄養、口腔

機能低下）を予防する 

・食品廃棄の減量やリサイクルなど、環境に配慮した行動に努める 

・伝統食などの食文化を継承していく 

・栄養バランスのとれた食事をし、生活習慣病を予防・改善する 
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付 録 
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    「消費期限」と「賞味期限」の違いってなぁに？ 

 

    ①「消費期限」は、期限を過ぎたら食べない方が良いものです。 

      書かれてある日まで、安全に食べられる期限で、お弁当、生肉、生めん、

ケーキなど、傷みやすい食品に表示されています。 

    ②「賞味期限」は、おいしく食べられることができる期限です。 

      書かれてある日まで、品質が変わらずにおいしく食べられる期限のこと

で、スナック菓子やカップ麺、缶詰、ペットボトル飲料など、消費期限に

比べて傷みにくい食品に表示されており、この期限を過ぎてもすぐに食べ

られなくなるわけではありません。もし、賞味期限が過ぎても、においや

色など見て判断しましょう。 

    ※どちらも未開封で書かれてある保存方法を守った場合です。 

違いを把握し、食品を無駄にしないようにしましょう！ 

 

 

    「孤食」と「個食」の違いってなぁに？ 

 

    「孤食」とは、１人で食事をとることで、孤独を感じるような食事をするこ

とです。 

    「個食」とは、複数人と同じ食卓で食事をとりますが、それぞれ別々のメニ

ューの食事をすることです。 

      

     「孤食」や「個食」は、栄養の偏りや低栄養などが起こりやすくなります。 

家族や友人等と共に食べる「共食」は、食の楽しさを実感するだけでなく、

食事のマナーや食生活、食習慣に関する基礎を習得する機会にもなります。 

      

 

 

 

食育豆知識コーナー 
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「1 日に必要なカロリー」はどれくらい？ 

 

    厚生労働省が定めた「日本人の食事摂取基準」（2020 年版）によると、下

表が推定エネルギー必要量（kcal/日）とされています。 

    摂りすぎず、摂らなすぎず、表を参考にエネルギーを気にかけるようにしま

しょう！ 

   性別 

 

年齢等 

男 性 女 性 

身体活動レベル※1 

低い 

⑴ 

普通 

⑵ 
高い 

⑶ 
低い 

⑴ 

普通 

⑵ 
高い 

⑶ 

0～5（月） － 550 － － 500 － 

6～8（月） － 650 － － 600 － 

9～11（月） － 700 － － 650 － 

1～2（歳） － 950 － － 900 － 

3～5（歳） － 1,300 － － 1,250 － 

6～7（歳） 1,350 1,550 1,750 1,250 1,450 1,650 

8～9（歳） 1,600 1,850 2,100 1,500 1,700 1,900 

10～11（歳） 1,950 2,250 2,500 1,850 2,100 2,350 

12～14（歳） 2,300 2,600 2,900 2,150 2,400 2,700 

15～17（歳） 2,500 2,800 3,150 2,050 2,300 2,550 

18～29（歳） 2,300 2,650 3,050 1,700 2,000 2,300 

30～49（歳） 2,300 2,700 3,050 1,750 2,050 2,350 

50～64（歳） 2,200 2,600 2,950 1,650 1,950 2,250 

65～74（歳） 2,050 2,400 2,750 1,550 1,850 2,100 

75 以上（歳）※2 1,800 2,100 － 1,400 1,650 － 

妊婦（付加

量）※3 

初期  +50 +50 +50 

中期 +250 +250 +250 

後期 +450 +450 +450 

授乳婦（付加量） +350 +350 +350 

   ※1 身体活動レベルは、一日のエネルギー消費量を一日当たりの基礎代謝量で除した階数で

あり、低い、普通、高いの三つのレベルとして、それぞれⅠ、Ⅱ、Ⅲで示した。 

    ※2 レベルⅡは自立している者、レベルⅠは自宅にいてほとんど外出しない者に相当する 

レベルⅠは高齢者施設で自立に近い状態で過ごしている者にも適用できる値である。 

    ※3 妊婦は、個々の体格や妊娠中の体重増加量及び胎児の発育状況の評価を行うことが必要

である。 
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     「地場産物」ってなぁに？ 

 

    「地場産物」とは、住んでいる地域でとれる食べ物のことをいいます。 

    地場産物は近くでとれたもので、輸送距離が短く「新鮮」で、「低コスト」

で運搬ができることや、地元の方が作っているから生産者の顔が見え、安心し

て食べることや食物の大切さ、感謝の気持ちを育てることができます。 

    座間市では「地元の味」をお届けする「ざま市民朝市」を月２回開催してい

ます。市内でとれた新鮮な野菜を中心に、味噌、漬物、切り花、市の特産品な

ど、バラエティーに富んだ品物が提供されています！ 

 

    ※ざま市民朝市 

開催日  毎月第 2・4 日曜日 

      時 間  午前 7 時～８時（売り切れ次第終了） 

      場 所  座間市役所 ふれあい広場（雨天時は市役所１階アトリウム） 

 

 

ざまの「郷土料理」ってなぁに？ 

 

 

 

 

 

 
 左：雷団子 右：団子汁                       さつま団子 

 

 

 

 

 

                           左：ぼた餅 右：へらへら団子 

 

    粟っぷかし                           焼き餅 

               

 

 

写真提供：郷土の食文化講座（生涯学習課）、健康サマーフェスタ（健康づくり課） 
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ざまの「郷土料理」レシピ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 粟ぷかし  

              

 

 

 

 

○下ごしらえ 

・ササゲを茹で、もち米をササゲの茹で汁に浸して吸水させます。粟は布巾に包み、

水に浸します。サツマイモを水にさらしてアクを抜いておきます。 

○作り方 

①ササゲを混ぜたもち米、粟、サツマイモ、ササゲを 30 分程度蒸かします。下か

らササゲともち米、サツマイモ、粟の順番で、層になるように蒸籠に入れましょう。 

②一度鍋から降ろし、10 分程度休ませてから小水（こず）*を打ちます。 

③再度 15 分程度蒸かし、全体を混ぜ合わせます。 

*こずをうつ・・・酒・塩・砂糖を混ぜた水をかけることで、ふっくらと出来上がり

ます。 

☆むかしの農家では、充分な量のお米がないときに、麦、稗
ひえ

、粟、サツマイモなど

でかさ増しをして食べました。この工夫のことを「穀
こく

かばい」といいます。 

◎材料 

もち米 1 升（1.5 ㎏）、粟 200ｇ、 

サツマイモ 中くらいのもの 1 本、 

ササゲ 1.5 合（220ｇ）程度、 

酒・砂糖・塩 少々 

◆ さつま団子  

              

 

 

 

 

○作り方 

 さつまいもをスライスし、ムシロの上に並べて天日で干して、手で割れるぐらい

に乾燥させてから、製粉します。 

 出来上がったさつまいも粉にお湯を加えてよくこね、耳たぶぐらいの固さになっ

たら少し強めに握ります。 

 せいろで２０分ほどふかして出来上がりです。 

☆さつまいも粉を作るのは大変なので、売られているものを手に入れてもいいでしょ

う。昔は石臼でひくか、近隣の製粉所を利用したそうです。 

 

◎材料 

 

サツマイモ 
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◆焼き餅  

              

 

 

 

 

○作り方 

①小麦粉に重曹、水を加えてこねます。水は、粉がやっとまとまる程度の量でいい

ので、加減を見ながら慎重に加えましょう。重曹は入れすぎると苦くなるので注

意します。 

②手でパタパタと広げて円盤状にし、油を少しだけ引いたフライパン等で焼きま

す。 

③醤油、砂糖、きな粉などで味付けをして食べます。 

☆代表的な「おこじゅう」のひとつです。 

◎材料 

 

小麦粉６００～７００ｇ、 

重曹小さじ１弱、 

水３００～４００ｃｃ、油少々 

 

◆へらへら団子  

 

 

 

              

 

写真：左側「ぼた餅」右側「へらへら団子」 

 

 

○作り方 

①小麦粉に水を加えて、耳たぶよりやや柔らかい程度に練り上げます。 

②出来た生地を手で平たくちぎって、煮立ったお湯に落としてゆでます。浮き上が

ってきたら出来上がりです。 

③お好みで、餡(あん)や砂糖醤油でからめて食べます。 

☆平たい形や、お湯に沈んでいく様子から「へらへら」という名がついているとい

われています。農家の「おこじゅう」（おやつ）です。 

◎材料 

 

小麦粉１５０ｇ 

水１００ｃｃ 
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「1 日に必要な塩分」はどれくらい？ 

 

    塩分を取りすぎると高血圧をはじめとした生活習慣病に深く関わってきま

すので注意が必要です。 

    厚生労働省が定めた「日本人の食事摂取基準」（2020 年版）によると（下

表）、食塩摂取量の一日あたりの目標量は成人男性が 7.5ｇ未満、女性が 6.5

ｇ未満です。 

      ◇ 参考例（目安） 

・小さじ１杯の食塩 6ｇ  ・小さじ 1 杯の味噌 約 0.75ｇ 

       ・食パン 1 枚  約 0.8ｇ   ・焼き魚 約 1.5ｇ 

       ・たくあん 20ｇ 約 0.8ｇ ・ラーメン 1 杯 5～6ｇ 

      ナトリウムの食事摂取基準（括弧内は食塩相当量（ｇ/日）） 

      性別 

年齢等 

男 性 女 性 

推定平均 

必要量 
目安量 目標量 

推定平均 

必要量 
目安量 目標量 

0～5（月） － 100(0.3)  － 100(0.3) － 

6～8（月） － 600(1.5)  － 600(1.5) － 

9～11（月） － － (3.0 未満) － － (3.0 未満) 

1～2（歳） － － (3.5 未満) － － (3.5 未満) 

3～5（歳） － － (4.5 未満) － － (4.5 未満) 

6～7（歳） － － (5.0 未満) － － (5.0 未満) 

8～9（歳） － － (6.0 未満) － － (6.0 未満) 

10～11（歳） － － (7.0 未満) － － (6.5 未満) 

12～14（歳） － － (7.5 未満) － － (6.5 未満) 

15～17（歳） － － (7.5 未満) － － (6.5 未満) 

18～29（歳） 600(1.5) － (7.5 未満) 600(1.5) － (6.5 未満) 

30～49（歳） 600(1.5) － (7.5 未満) 600(1.5) － (6.5 未満) 

50～64（歳） 600(1.5) － (7.5 未満) 600(1.5) － (6.5 未満) 

65～74（歳） 600(1.5) － (7.5 未満) 600(1.5) － (6.5 未満) 

75 以上（歳） 600(1.5) － (7.5 未満) 600(1.5) － (6.5 未満) 

授乳  600(1.5) － (6.5 未満) 

授乳婦 600(1.5) － (6.5 未満) 

   注 高血圧及び慢性腎臓病（ＣＫＤ）の重症化予防のための食塩相当量の量は、男女とも一日

当たり 6.0 グラム未満とした。 

   ※健康増進法別表第三十四より 
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自分の「適正体重」はどれくらい？ 

 

   肥満度を表す指標として国際的に用いられている体格指数（ＢＭＩ）で、肥満

や低体重の判定に用いている計算式があります。 

 日本肥満学会の定めた基準では 18.5 未満が「低体重（やせ）」、18.5～25 未

満が「普通体重」、25 以上が「肥満」で、肥満はその度合いによってさらに「肥

満 1」から「肥満 4」に分類されます。25 を超えると脂質異常症や糖尿病、高血

圧などの生活習慣病のリスクが２倍以上になり、30 を超えると高度な肥満とし

てより積極的な減量治療を要するものとされています。 

 最も病気になりにくい状態がＢＭＩ22 の体重であるとされています。 

 また、最近はやせ志向による低体重も問題となっています。どちらも様々な病

気のリスクがありますので、標準体重とされるＢＭＩ22 を目安に体重管理をし

ましょう。 

 

 

       ＢＭＩ＝体重（kg）÷{身長（m）×身長（m）} 

 

 

      例） 体重 70kg 身長 175cm の場合 

           70kg÷（1.75×1.75）＝22.85（BMI） 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベスト指数！ 

    低体重       普通体重     肥満 1 度 肥満 2 度 肥満 3 度 肥満 4

度 

18.5  22.0  25.0   30.0   35.0    40.0 
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食育に関するイベント紹介 

市では、様々な食育に関するイベントを実施しています。 

 

 ◆ 健康サマーフェスタインざま 

   ・開催予定日：７月第１土曜日 

   ・開 催 場 所：スカイアリーナ座間  

・内   容：骨健康度測定や体力年齢測定などの各種測定や健康体操を行う

ほか、ヘルシーメニューの展示、郷土料理の試食や、健康相談、

食生活の改善相談を受けられます。 

・食育に関わる協力団体 

食生活の改善の普及啓発（展示）：座間市食生活改善推進団体ひまわり会 

郷土料理の試食：座間市地域婦人団体連絡協議会 

 

 

 ◆ 健康まつり 

   ・開催予定日：１１月頃（市民ふるさとまつりと同時開催） 

   ・開 催 場 所：座間市立座間中学校体育館 

   ・内   容：体力年齢ウォッチングや骨健康度、血管年齢や脳年齢などが 

測れる機器が設置され、手軽に健康状態が確認できます。 

会場には医師や歯科医師のほか、看護師、保健師、管理栄養士 

などが各種コーナーにいますので、健康に関する御相談も気軽 

に受けられます。 

   ・食育に関わる協力団体 

      健康料理の試食と展示：座間市食生活改善推進団体ひまわり会 

      食中毒クイズとたまご配布：座間市食品衛生協会 
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食生活改善推進員養成講座について 

    市では毎年、食生活を通じて地域の健康づくりを推進する、ボランティア養

成の講座を開催しています。 

この講座の８割を受講した方には、修了証書を交付し、食生活改善推進員と

して健康な街づくりを共に考え、活動していただいております。 

食に関する知識が広がり、健康的な食事のコツ、料理のレパートリーが増え

ます。また、楽しく活動できる仲間ができます。ご興味のある方は是非下記事

務担当までお問い合わせください！ 

     

   ○ 講座内容 

      食生活改善、公衆衛生に関する知識と実践技術の習得 

   ○ 受講対象 

      継続的に出席可能で実践意欲の高い方、講座受講後ボランティアとして

活動可能な方 

   ○ 定員 

      ２０名 

   ○ 受講料 

      無料（調理実習材料代、資料代は一部自己負担があります） 

   ○ 問合せ 

      事務担当：健康づくり課☎046-252-7225 

   〈参加者の声〉 

     ・受講前は調理実習に不安を感じていたが、始まってみると楽しみながら

出来た。充実した内容で大変勉強になった。 

     ・カロリー計算の方法や具体的な減塩の方法が学べて良かった。 

     ・今後の生活にとても役立ちそう！参加者同士で和気あいあいとできた。 
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座間市健康なまちづくり推進委員会の設置及び運営に関する要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、座間市健康なまちづくり推進委員会に関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 市長は、広範囲、かつ、専門的な観点から市の健康なまちづくりに関する事業を検討及

び検証するために座間市健康なまちづくり推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第３条 委員会は、市が行っている健康なまちづくりに関する事業を検証し、市が目指す健康づ

くりの推進の実現に向け検討をし、市長に対して結果を報告する。 

２ 委員会は、特に必要と認めたときは、市長に提言をすることができる。 

（委員会の委員） 

第４条 委員会の委員は、１４人以内とし、市民団体等のうちから市長が委嘱する。 

（会長及び副会長） 

第５条 委員会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により選出する。 

３ 会長は、会務を総理し、会議の議長をつとめる。 

４ 会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理する。 

（委員の任期）            

第６条 委員の任期は、委嘱した日から２年目の３月３１日までとする。ただし、当該委員が欠

けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第７条 委員会は、会長が招集し、議長となる。 

（関係者の出席） 

第８条 委員会は、特に必要と認めるときは、関係者の出席を求めて意見を聞くことができる。 

（アドバイザーの設置） 

第９条 委員会にアドバイザーを置く。 

２ アドバイザーは、専門知識を有する教授等、並びに会長が必要と認める保健師及び栄養士と

し、委員会の目的達成のため必要な助言を行う。 

（事務局） 

第１０条 委員会の事務を処理させるため、委員会に事務局を置く。 

２ 事務局は、健康づくり課に置く。 

（委任） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、その都度委員会

で協議して定める。 
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附 則 

この要綱は、平成１４年１１月１５日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１５年５月２０日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１６年６月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１８年６月２９日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２０年６月２６日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則  

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則  

この要綱は、令和 ２年３月１２日から施行する。 
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別表 1 

座間市健康なまちづくり推進委員会 

 

№ 所    属    名 委 員 名 備 考 

1 座間市スポーツ指導者協議会 渡邊 洋子 会 長 

2 神奈川県厚木保健福祉事務所 保健福祉課 吉澤 佳代 副会長 

3 座間市レクリエーション協会 佐藤 節子  

4 座間市スポーツ推進委員協議会 近山 光代  

5 座間市立小中学校長会 直井 恵子  

6 座間市自治会総連合会 和田 好弘  

7 座間市医師会 佐藤 大三  

8 座間市食生活改善推進団体ひまわり会 染野 美由紀  

9 座間市障害者団体連合会 鈴木 孝幸  

10 座間市老人クラブ連合会 鈴木 敬司  

11 座間市地域婦人団体連絡協議会 越石 靖子  

12 座間市健康文化都市大学実行委員会 早川 勉  

13 健康ざま普及員会 藤井 義文  

任期：平成３０年４月１日～令和２年３月３１日 
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座間市健康なまちづくり庁内推進委員会の設置及び運営に関する要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、座間市健康なまちづくり庁内推進委員会の設置及び運営に関し必要な

事項を定めるものとする。 

 （設置） 

第２条 座間市における健康なまちづくりの施策の更なる充実を図るため、座間市健康なま

ちづくり庁内推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第３条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

 (1) 健康なまちづくり施策・検証に関すること。 

 (2) 「座間市健康なまちづくり推進委員会」の活動支援に関すること。 

 (3) その他委員長が必要と認めること。 

（組織） 

第４条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織し、別表１に定めるとおりとす

る。 

 （委員長等の職務） 

第５条 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところ

による。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、次条に定めるワーキンググループの委員及び関

係部課等に対し出席を求め、意見を聴取し、又はその者に資料の提出及び説明を求めるこ

とができる。 

 （ワーキンググループ） 

第７条 委員会は、第３条に掲げる事項について必要な調査研究をさせるため、ワーキング

グループを設置する。 

２ ワーキンググループは、グループリーダー及び委員をもって組織し、別表２に定める課

の事務担当の職員を持って構成する。 

３ グループリーダーは、次に掲げる職務を行う。 

 (1) ワーキンググループを掌理すること。 
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 (2) 調査研究事項に関する計画等を委員会に提出すること。 

 (3) 前号の計画等の進ちょく状況について、委員会で報告すること。 

 （庶務） 

第８条 委員会及びワーキンググループの庶務は、健康づくり課において処理する。 

 （庶務） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会及びワーキンググループに関し必要な事項は、

委員会で協議して定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成２３年 ４月１日から施行する。 

 この要綱は、平成２７年１０月１日から施行する。 

この要綱は、平成２８年 ４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２９年 ８月１０日から施行する。 
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別表１ 

 区  分 部 局 名 職  名 

１ 委員長 健康部 健康づくり課長 

２ 副委員長 医療課長 

３ 委員 スポーツ課長 

４ 〃 国保年金課長 

５ 〃 介護保険課長 

６ 〃 市長室 市政戦略課長 

７ 〃 市民部 市民協働課長 

８ 〃 環境経済部 商工観光課長 

９ 〃 農政課長 

１０ 〃 福祉部 福祉長寿課長 

１１ 〃 子ども未来部 子ども政策課長 

１２ 〃 子ども育成課長 

１３ 〃 保育課長 

１４ 〃 教育部 学校教育課長 

１５ 〃 教育指導課長 

１６ 〃 生涯学習課長 
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別表２ 

 区  分 部 局 名 職  名 

１ グループリーダー 健康部 健康づくり課 

２ 委員 医療課 

３ 〃 スポーツ課 

４ 〃 国保年金課 

５ 〃 介護保険課 

６ 〃 市長室 市政戦略課 

７ 〃 市民部 市民協働課 

８ 〃 環境経済部 商工観光課 

９ 〃 農政課 

１０ 〃 福祉部 福祉長寿課 

１１ 〃 子ども未来部 子ども政策課 

１２ 〃 子ども育成課 

１３ 〃 保育課 

１４ 〃 教育部 学校教育課 

１５ 〃 教育指導課 

１６ 〃 生涯学習課 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

市の木「モクセイ」 

市の鳥「シジュウカラ」 

 

市の花「ヒマワリ」 
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